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「広報北名古屋」平成26年　12月 2「広報北名古屋」平成26年　12月3

全国のコミュニティ・スクールの指定状況（平成26年４月１日現在）

〝
北
名
古
屋
市
版
〞

　
　コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル

図
書
室
の
整
備
〜
師
勝
東
小
学
校
〜

盆
踊
り
の
練
習
〜
師
勝
南
小
学
校
〜

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
の

　先
に
あ
る
も
の

北
名
古
屋
市
で
始
め
た
こ
と

〜
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
〜

全
国
的
な
広
が
り
は
こ
れ
か
ら

※「コミュニティ・スクール　パンフレット」（文部科学省）を加工して作成

だ
れ
も
が

　で
き
る
と
き
に

　

　で
き
る
こ
と
を

成
果
の
声
〜
学
校
運
営
協
議
会
の

　活
動
報
告
か
ら

地域住民による
学校支援活動の
円滑化を図るしくみ

協議会や
部会へ参画

学校支援
地域本部

学校支援
ボランティアの

活動
・学習の支援
・環境の整備
・安全の支援
・地域の連携

支援活動へ
反映

地域
　コーディネーター

学校運営
協議会

学校支援の
総合的な
企画、調整

学校運営の
基本方針承認

学校運営に
ついての協議

学校関係者
評価の実施

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
の

　活
動
例

　　　　　　　指定無し…

（全国平均）４.９％未満…

　　　　　　１０％未満…

　　　　　　１０％以上…

　　　　　　２０％以上…

コミュニティスクール
指定校の割合（小・中学校）

地域連携部会
学習支援部会
　　　　ほか

地域のみなさんが協議会、学校支援ボラン
ティア活動に関わります

　
学
校
を
支
援
す
る
活
動
は
、
保
護

者
だ
け
で
な
く
、
お
子
さ
ん
や
お
孫

さ
ん
が
卒
業
さ
れ
た
方
も
、
そ
し
て
、

地
域
の
み
な
さ
ん
も
、
都
合
の
よ
い

と
き
に
参
加
し
て
い
た
だ
け
ま
す
。

今年度から順次、市内すべての小・中学校が
コミュニティ・スクールに指定されます

五条小

師勝東小

師勝南小

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
の
直

接
の
目
的
は
、
地
域
ぐ
る
み
で
子
ど

も
た
ち
を
育
て
る
こ
と
で
す
が
、
そ

れ
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
地
域
の

絆
を
深
め
、
よ
り
活
性
化
し
て
い
く

こ
と
で
も
あ
り
ま
す
。「
子
ど
も
は
地

域
の
宝
」で
す
。
子
ど
も
た
ち
が
将

来
大
人
に
な
っ
た
時
に
、
地
域
の
担

い
手
と
し
て
次
世
代
の
子
ど
も
た
ち

を
育
て
て
い
く
、
と
い
う
将
来
的
な

目
的
も
合
わ
せ
持
っ
て
い
ま
す
。

　
お
問
い
合
わ
せ
は
、
学
校
教
育
課

へ
。

　
わ
た
し
た
ち
の
家
庭
や
地
域
社
会

は
、
時
代
と
と
も
に
変
化
し
て
い
ま

す
。
核
家
族
や
ひ
と
り
暮
ら
し
の
世

帯
が
増
え
、
子
ど
も
の
数
が
減
少
し

て
い
ま
す
。
親
が
共
働
き
で
、
普
段

子
ど
も
に
接
す
る
時
間
が
少
な
い
家

庭
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
近
所
づ
き

あ
い
が
少
な
く
な
っ
て
人
間
関
係
が

希
薄
と
な
り
、
社
会
生
活
を
送
る
う

え
で
の
規
範
意
識
が
弱
ま
っ
て
き
て

い
る
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
う

し
た
変
化
は
、
家
庭
や
地
域
の
教
育

力
の
低
下
を
招
く
お
そ
れ
が
あ
り
ま

す
。

　
市
で
は
、
子
ど
も
た
ち
の「
生
き

ぬ
く
力
・
学
力
」の
向
上
だ
け
で
な

く
、
家
庭
の「
教
育
力
」の
向
上
、
地

域
の「
絆
」の
強
化
を
図
る
た
め
の
し

く
み
と
し
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス

ク
ー
ル
を
位
置
づ
け
て
い
ま
す
。

　
地
域
が
目
指
す
子
ど
も
像
や
学

校
・
家
庭
・
地
域
の
役
割
な
ど
を
話

し
合
う「
学
校
運
営
協
議
会
」と
、
地

域
の
み
な
さ
ん
が
円
滑
に
学
校
を
支

援
す
る
た
め
の「
学
校
支
援
地
域
本

部
」を
車
の
両
輪
と
し
て
、
市
教
育

委
員
会
が
学
校
や
学
校
を
支
援
す
る

地
域
を
サ
ポ
ー
ト
し
な
が
ら
進
め
て

い
る
の
が
、〝
北
名
古
屋
市
版
〞
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
で
す
。

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
を
導

入
す
る
動
き
は
年
々
広
が
り
つ
つ
あ

り
ま
す
が
、
全
国
の
市
区
町
村
の
教

育
委
員
会
が
指
定
す
る
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
の
数
は
ま
だ
少
な

い
の
が
現
状
で
す
。

　
県
内
で
は
現
在
、
一
宮
市
と
北
名

古
屋
市
の
２
つ
の
市
が
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
を
導
入
し
て
い
ま

す
。

平成 26年度から指定
（３小学校）

平成 27年度から指定
（このほかの７小学校）

平成 28年度から指定
（天神中）
平成 29年度から指定
（このほかの５中学校）

自然と足を運びたくなる図書室を
目指し、ボランティア「としょま
る」が本の修繕や季節に合った掲示
物の作成などを行っています。

校区の３自治会合同納涼夏祭りに
向けた盆踊り練習会の開催や太鼓
クラブの創設により、来場者が大
幅に増え、盛り上がりました。

学
習
支
援
〜
五
条
小
学
校
〜毎週水曜日の五条っ子タイムに、

学習サポーターが「音読・脳トレ
ランド」の聞き役・ほめ役の活動
を行っています。

　
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
、
学
校
を

中
心
に
家
庭
や
地
域
の
教
育
力
を
高

め
、
多
く
の
大
人
と
触
れ
合
う
中
で
、

生
き
て
い
く
知
恵
や
力
、
学
ぶ
意
欲

を
見
出
し
、
心
豊
か
で
た
く
ま
し
く

生
き
る
力
を
身
に
付
け
る
こ
と
は
大

切
で
す
。
市
で
は
、
市
民（
地
域
の
み

な
さ
ん
）と
学
校
と
が
連
携
し
て
子
ど

も
た
ち
の
学
び
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い

く
し
く
み
＝「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス

ク
ー
ル
」を
導
入
し
て
い
ま
す
。

○
学
校
運
営
に
関
わ
っ
て
地
域
全
体

で
子
ど
も
を
育
て
よ
う
と
す
る
意

識
が
高
ま
っ
た
。

○
保
護
者
や
地
域
を
巻
き
込
ん
だ
行

事
を
実
施
し
、
幅
広
い
交
流
が
進

み
、
つ
な
が
り
が
よ
り
深
ま
っ
た
。

○
児
童
の
目
が
地
域
行
事
に
向
く
よ

う
に
な
っ
た
。

育
おとうさん、おかあさん、おじいちゃん、おばあちゃん、近所のおじちゃん、おばちゃん、
学生さん･･･地域のみんなで地域の子どもたちをサポート

特集

～コミュニティ・スクール　始めています～

地
子
域ぐるみで

どもたちを
てる

学校運営協議会と学校支援地域本部を一体的に進める

北名古屋市のコミュニティ・スクール

＝

コミュニティ・スクール数：1,919 校
（幼稚園 94、小学校 1,240、中学校 565、高等学校 10、特別支援学校 10）

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル

　
市（
区
町
村
）の
教
育
委
員
会
が
、

保
護
者
や
地
域
の
み
な
さ
ん
の
声
を

学
校
運
営
に
活
か
す
た
め
の
組
織
で

あ
る
学
校
運
営
協
議
会
を
設
置
し
た

学
校
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。
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事
に
向
く
よ

う
に
な
っ
た
。

育
おとうさん、おかあさん、おじいちゃん、おばあちゃん、近所のおじちゃん、おばちゃん、
学生さん･･･地域のみんなで地域の子どもたちをサポート

特集

～コミュニティ・スクール　始めています～

地
子
域ぐるみで

どもたちを
てる

学校運営協議会と学校支援地域本部を一体的に進める

北名古屋市のコミュニティ・スクール
＝

コミュニティ・スクール数：1,919 校
（幼稚園 94、小学校 1,240、中学校 565、高等学校 10、特別支援学校 10）

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル

　
市（
区
町
村
）の
教
育
委
員
会
が
、

保
護
者
や
地
域
の
み
な
さ
ん
の
声
を

学
校
運
営
に
活
か
す
た
め
の
組
織
で

あ
る
学
校
運
営
協
議
会
を
設
置
し
た

学
校
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。
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市の業務および市内の各施設は、次のとおり休業させていただきます。
ご迷惑をおかけしますが、ご理解とご協力をお願いします。

年末年始の業務案内

業　務　名　・　施　設　名 27

12月 1月

0382 92 13 1 3 24 6 5
土 土日 月 火 日 月 火水 木 金

ごみの収集
し尿のくみ取り
きたバスの運行・運休
放置自転車などの返還業務
市役所（東・西庁舎、東庁舎分館）

保健センター
健康ドーム（浴室は 5日まで休み）
総合体育館
東・西図書館、歴史民俗資料館
文化勤労会館、東公民館
児童館、児童クラブ、子育て支援セ
ンター、ファミリー・サポート・セ
ンター、子育て支援室
児童センターきらり
こぐま病児保育室
教育支援センター「パレット」
社会福祉協議会
総合福祉センターもえの丘
陽だまりハウス
あけぼのふれあい会館
回想法センター
しあわせの家、ふれあいの家、憩い
の家（憩いの家とくしげは 29日～ 3
日が休み）
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金業　務　名　・　施　設　名

12月 1月

問合せ
■ごみの収集　　　環境課
■し尿のくみ取り　（株）アイホク☎0587（66）2112
　　　　　　　　　輪栄工業（株）☎（23）0300
　　　　　　　　　※地域によって、くみ取り業者が異なります。

◆証明書発行の取り扱い
休みの期間は、住民票など証明書の発行ができません。
必要な方は早めに手続きをしてください。
◆戸籍の届出（出生・死亡・婚姻など）の取り扱い
○西庁舎宿直室　24時間受け付けます。
○東庁舎宿直室　午前 8時 30 分から午後 5時 15 分

まで受け付けます（夜間の場合は西庁
舎宿直室までお越しください）。

本紙折込みの「年末年始のごみ収集日」をご覧ください。

■きたバス、放置自転車等の返還業務　防災交通課
■市役所のお休み　　　　　　　　　　総務課
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市の業務および市内の֤施ઃは、࣍のとおりٳ業させていただきます。
ごをおかけしますが、ごཧղとごڠ力をおئいします。

࢝ͷۀҊ

छ　ผ બ手ࢯ名（各छผेޒԻॱ）

தֶ生ঁ子 ٠ ྞ　　　　ٱࠤ間 ҍಸ　　　দ井 ༏ҥ　　　ٶԼ ਅསಸ

໊　　໊　ɾ　施　ઃ　ۀ ��

臨時福祉給付金

住民税の非課税者
対象者

※課税者の扶養親族や生活保護受給者等は除く

1 人につき 1万円
年金や児童扶養手当等の
受給者は 1 万 5 千円

（平成 26年度）

している方には、5څ年金、児ಐැ養手当等を受ૅج ઍ円が加ࢉとなり1
万 5 ઍ円がڅࢧされますʢ申請ɺ�回ݶΓで͢ʣ。

このྟ時څࢱ付金を受けऔるには、申請が必要です。

˗12 月の申請受付窓口は、西ிࣷではୈ 1・ୈ 3 金༵日に、東ிࣷではୈ
2・ୈ 4 金༵日に、ޙޕ 7 時 30 分までԆ長します。

　お問い合わせは、ࣾ会ࢱ՝（西ிࣷ）または高齢ࢱ՝（東ிࣷ）へ。

ΈͰ͔͢ࡁۚͷਃ͓څࢱ࣌ྟ

ɹɹɹɹɹਃडฏ̎̒ ̍̎ ݄̎̒ ʢۚʣ·Ͱ

※北名古屋市で申請を受け付けできる方は、
平成 26 年 1 月 1 日時点で北名古屋市に
住民ొがされている方に限ります。

�� ݄ �݄

���� �� ��� �� � ��
 日 ݄ Ր 日 ݄ Րਫ  金

ごΈのऩ集
しのくΈऔり
きたόεのӡ行・ӡٳ
์ஔࣗసंなどのฦؐۀ務
市役所（౦・西ிࣷ、౦ிࣷ分ؗ）

保健センター
健康υーム（ཋ室は 5 日までٳΈ）
総合ମ育ؗ
౦・西ਤ書ؗ、ྺ࢙ຽଏࢿྉؗ
จԽۈ࿑ձؗ、౦ެຽؗ
児ಐؗ、児ಐΫϥϒ、子育てࢧԉセ
ンター、ϑΝϛϦー・αϙーτ・セ
ンター、子育てࢧԉ室
児ಐセンターきらり
͙͜ま病児保育室
教育ࢧԉセンター「ύϨοτ」
ࣾձٞڠࢱձ
総合ࢱセンター͑のٰ
ཅだまりϋε
あ͚ぼの;れあいձؗ
ճ๏センター
しあわせのՈ、;れあいのՈ、ܜい
のՈ（ܜいのՈとくし͛は 29 日～ 3
日がٳΈ）
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 日 ݄ Ր 日 ݄ Րਫ  金

��
金ۀ　　໊　ɾ　施　ઃ　໊

��݄ �݄

Ѫ・ٿതه೦ެԂをൃண点にݝ内 54 市町ଜが参加する「ୈ 9 
回Ѫݝ市町ଜ対߅Ӻڝେ会」が行われます。

このେ会は、Ѫ万തのཧ೦をੈ࣍に受け継͙ことをはじめ、
֤市町ଜの交ྲྀやスϙーπ振ڵなどをతとしています。

年度からࠓ 2 ۠間૿え中学生の෦がஉঁ合わせて 4 ۠間になり、
શ 11 ۠間となります。

お問い合わせは、スϙーπ՝へ。

とɹ͖　�� ݄ �日ʢʣޙޕ �時 ��ελʔτʢӍఱܾߦʣ
とこΖ　Ѫɾٿതه೦ެԂ　प回ίʔε
　　　　　※Ϩーεの༷は、౦ւςϨϏで生தܧされます。

とɹ͖　�� ݄ �日ʢʣޙޕ �時 ��ελʔτʢӍఱܾߦʣ
とこΖ　Ѫɾٿതه೦ެԂ　प回ίʔε
　　　　　※Ϩーεの༷は、౦ւςϨϏで生தܧされます。

தֶ生உ子 浅野 ᰜଠ　　　ࡵඒ 人　　　　杉原 ే　　　杉本 ಞ࠸
খֶ生ঁ子 ℄ ѯ　　　　水野 ࠫل
খֶ生உ子 ਆ谷 ༐有ਅ　　高༄ ଠұ
40 歳Ҏ্ 田中 ത　　　日ൺ野 ༸
Ұൠঁ子 井上 ༃子　　　山田 みのり

ジϡχΞঁ子 　　ཬ　　େ口 ླՆࢬࢻ ଜߐ
ジϡχΞஉ子 ۙ藤 େஐ　　　㖊田 磨

Ұൠஉ子 加藤 健ঘ　　　ถ田 ఱ明　　

۠　間

ୈ 1 ۠・ୈ 4 ۠

ୈ 3 ۠
ୈ 6 ۠
ୈ 7 ۠
ୈ 8 ۠
ୈ 9 ۠
ୈ 10 ۠
ୈ 11 ۠

ୈ 2 ۠・ୈ 5 ۠

市のදબ手がܾまりました。みなさんͥͻ、力するબ手たちをԠԉしましΐう。

　ಜ
　ࣲ田 ത之
　（西春高等学ߍ教་）
コーν
　井上 ७一
　谷口 ӯً
　（師勝東খ学ߍ教་）

愛知万博メモリアル愛知万博メモリアル愛知駅伝愛知駅伝 第9回愛知県市町村対抗駅伝競走大会第 9回愛知県市町村対抗駅伝競走大会

問合せ
˙ごみの収ू　　　ڥ՝
˙し尿のくみऔり　（ג）アイホク☎0586（66）2112
　　　　　　　　　ྠ栄業（ג）☎（23）0300
　　　　　　　　　※Ҭによって、くみऔり業者がҟなります。

˗ূ໌書発行のऔりѻい
。みの期間は、住民票など証明書のൃ行ができませんٳ
必要な方は早めに手続きをしてください。

のऔりѻい（・ࠗҽなどࢮ・出生）੶のಧ出ށ˗
˓西ிࣷ॓室　24 時間受け付けます。
˓౦ிࣷ॓室　ޕલ 8 時 30 分からޙޕ 5 時 15 分

まで受け付けます（間の場合は西ி
ࣷ॓室までおӽしください）。

ຊࠐંࢴΈの「年年࢝のごΈऩ集日」をごཡください。

˙きたバス、์ஔ自転ं等のฦؐ業務　防ࡂ交通՝
˙市所のおٳみ　　　　　　　　　　૯務՝

年出場したબ手のみなさんࡢ年出場したબ手のみなさんࡢ

（শུܟ）

�申請に必要なもの
�ᶃ申請書ʢࢢ所ʢ西ɾ東ிࣷʣの申請૭ޱに͋Γ·͢ʣ
�ᶄҹ͔Μ
�ᶅ申請ऀશһのຊਓ֬ೝで͖Δものʢӡస໔ূڐɺ
อূݥɺཹࡏΧʔυなͲʣのࣸ͠

�ᶆৼࠐઌ金༥機関࠲ޱのΘ͔Δものʢ௨ாݟ։͖部
ʣのࣸ͠
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0 10 20 30 40 50 300

基金年度末現在高

基金積立額

市債年度末現在高

市債借入高

　市では、市民のみなさんに市財政への理解と関心を深めていた
だくため、年２回財政状況を公表しています。今回は平成25年度
の決算状況と平成26年度上半期（平成26年４月１日から９月３０日
まで）の予算の執行状況などをお知らせします。
　お問い合わせは、財政課へ。

～市の家計簿～～市の家計簿～～市の家計簿～～市の家計簿～

平成26年度上半期　一般会計予算執行状況
一般会計　歳入 予算現額 293億8,687万円　　収入済額 141億6,402万円　　収入率 48.2％

市民税・固定資産税など法人や市民のみなさんが納められる税金 128億5,596 万円
53億5,240 万円
35億0,003 万円

8億2,299 万円

9億6,500 万円

21億6,103 万円

92億6,391 万円

8億2,299 万円

5億1,631 万円

72.1 ％
0.0 ％

53.5 ％

100.0 ％

29.7 ％

特定事業に対し国から支出される負担金・補助金

延滞金・預金利子・雑入など、いずれの収入科目にも組み入れないもの

予算現額 収入済額 収入率内　容

0 円
市　税

特定事業に対し県から支出される負担金・補助金 16億0,839 万円 3億5,120 万円 21.8 ％県支出金
国庫支出金

前年度から繰り越したお金繰越金

施設の建設などで一度に多額の費用が必要な場合、市が借りるお金市　債

一定水準の行政サービスを提供できるよう国税から地方に配分される交
付金

諸収入 8億6,907 万円 2億3,501 万円 27.0 ％
地方消費税を財源として、市町村に交付される交付金地方消費税交付金

分担金および負担金、使用料および手数料、地方譲与税、自動車取得税交
付金などその他

科　目

15億4,636 万円 44.2 ％

6億4,183 万円

地方交付税 12億5,200 万円 7億8,641 万円 62.8 ％

一般会計　歳出 予算現額 293億8,687万円　　支出済額 116億4,616万円　　執行率 39.6％

（平成25年度繰越明許等予算２3億6,828万円を含む）

お年寄りや障害を有する方への援助、生活保護、保育園の運営などの経費 113億8,115 万円

26億1,853 万円
16億7,715 万円
21億7,833 万円

44億5,140 万円

7億5,028 万円
8億1,358 万円
9億4,792 万円

39.1 ％

28.7 ％
48.5 ％
43.5 ％

道路、河川の整備や管理などの経費
市が借りたお金の元利償還金などを支払うための経費
消防費、商工費、議会費、農林水産費、諸支出金、労働費、予備費など

科　目
民生費

小・中学校、図書館、スポーツ施設の運営などの経費 52億5,638 万円 18億8,263 万円 35.8 ％教育費
34億1,495 万円 47.6 ％市役所の管理、徴税、選挙事務、コンピュータの管理などの経費 16億2,399 万円総務費
28億6,038 万円 11億7,636 万円 41.1 ％各種健診、予防接種、保健センターの運営、ごみ・し尿処理などの経費衛生費

土木費
公債費

内　容 予算現額 支出済額 執行率

その他

（平成25年度繰越明許等予算２3億6,828万円を含む）

平成26年度上半期 特別会計予算執行状況

国民健康保険特別会計

西春駅西土地区画整理事業特別会計
公共下水道事業特別会計

予算現額 収入済額 支出済額
2億8,500 万円

8,013 万円
22億0,298 万円

0 円

4,613 万円
6億   407 万円

6,230 万円

後期高齢者医療特別会計
85億3,357 万円 31億7,764 万円 35億8,569 万円

2,922 万円
6億3,009 万円

介護保険特別会計
8億7,653 万円

19億9,391 万円 １5億8,587 万円

市債および市有財産の状況

（特別会計含む）

38億7,966 万円 39億1,056 万円基　　金
301億2,059 万円  △8億3,317 万円 292億8,742 万円市　　債

平成26年3月31日現在高 平成26年4月～9月増減 平成26年9月30日現在高

１９7，277.91 ㎡ 0 ㎡ １９7，277.91 ㎡建　　物
461,401.93 ㎡ 7,201.59 ㎡ 468,603.52 ㎡土　　地

3,090 万円

（平成25 年度繰越明許等予算 公共下水道特別会計 2 億 3,490 万円を含む )

土地取得特別会計

41億9,368 万円
3億3,730 万円 1億3,600 万円

平成２5年度決算の状況

一般会計

国民健康保険

後期高齢者医療
介護保険

西春駅西土地区画整理事業

公共下水道事業

会計別名称／区分 歳　出

（赤字額がない場合は「－」と記載）

健全化判断比率

実質赤字比率
連結実質赤字比率
実質公債費比率
将来負担比率

2.7 ％
0.3 ％

平成25年度 平成24年度

3.4 ％
8.1 ％

（備考：地方公営企業法非適用企業会計、赤字額がない場合は「－」と記載）

資金不足比率（公共下水道事業特別会計）

資金不足比率
平成25年度 平成24年度

平成２5年度健全化判断比率および資金不足比率の公表

一般会計
歳出総額

253 億3,192 万円

教育費　
389,001
教育費　
389,001

総務費　
274,219
総務費　
274,219

衛生費　
270,965
衛生費　
270,965

土木費　
213,441
土木費　
213,441

公債費
153,871

消防費
84,923

その他
97,211

単位：万円

一般会計
歳入総額

261 億5,490 万円

市債
366,880
市債
366,880

その他
216,300
その他
216,300

繰越金
68,902
地方消費税交付金
76,108

使用料および手数料
39,200

単位：万円

県支出金
130,173

地方交付税
123,297

土地取得

特
別
会
計

歳　入

261億5,490 万円

7億8,497 万円

38億6,043 万円

17億9,254 万円

82億7,005 万円

9,544 万円

5億7,866 万円

80億5,338 万円

7億8,161 万円

37億1,476 万円

8,431 万円

253億3,192 万円

17億0,271 万円

5億7,866 万円

民生費　
1,049,561
民生費　
1,049,561

市税
1,285,627
市税
1,285,627

国庫支出金
309,003
国庫支出金
309,003

平成25年度市債の状況

庁舎耐震等改修 1億2,400 万円

4億3,540 万円

8億3,600 万円

5億9,689 万円

2,358 万円
40億2,363 万円

98億　452 万円

9億9,064 万円

5億1,677 万円

借入額 年度末現在高借 入 内 容

22億7,104 万円

総　務

消　防

民　生

教　育

道路新設改良、排水路改修、雨水貯留施設・都市公園整備など土　木

減収補てん債

臨時財政対策債

減税補てん債

区画整理事業債

市　債

12億7,222 万円

1億6,012 万円

1億1,061 万円

普
通
債

そ
の
他

特
別
会
計

臨時税収補てん債

下水道債
合　計

公共下水道、流域下水道

地方交付税として交付するべき財源が不足した場合に、不足した分を
地方債で補い、償還に要する費用は後年度の地方交付税で措置される

平成25年度基金の状況（一般会計）

年度間の財源の不均衡を調整 457 万円

1億5,652 万円

22億1,666 万円
公共施設建設整備、駅および駅周辺整備など

積立額 年度末現在高積立額の内容

38億7,966 万円

財政調整基金
特定目的基金

合　計

基　金

16億6,300 万円

5億8,320 万円
43億5,440 万円 301億2,059 万円

102億2,118 万円

農林水産 2,699 万円

土地取得事業債 調整池用地取得 1億0,240 万円 1億0,240 万円

小・中学校整備、給食センター建設、（仮称）総合運動広場建設など 15億1,100 万円

1億5,195 万円

地方税の収入額が、標準税収入額を下回る場合、その減収を補うため
に発行される地方債

保育園整備、児童クラブ整備、児童センター建設 2億9,030 万円

4億7,210 万円

市税負担状況：154,356 円（市民税・固定資産税など）
市債の状況：361,635 円

（平成 26 年 3 月 31 日現在の人口 83,290 人で
計算しています。）

（億円）

43.5

301.2

1.6

38.8

市民１人あたりの
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0 10 20 30 40 50 300

基金年度末現在高

基金積立額

市債年度末現在高

市債借入高

　市では、市民のみなさんに市財政への理解と関心を深めていた
だくため、年２回財政状況を公表しています。今回は平成25年度
の決算状況と平成26年度上半期（平成26年４月１日から９月３０日
まで）の予算の執行状況などをお知らせします。
　お問い合わせは、財政課へ。

～市の家計簿～～市の家計簿～～市の家計簿～～市の家計簿～

平成26年度上半期　一般会計予算執行状況
一般会計　歳入 予算現額 293億8,687万円　　収入済額 141億6,402万円　　収入率 48.2％

市民税・固定資産税など法人や市民のみなさんが納められる税金 128億5,596 万円
53億5,240 万円
35億0,003 万円

8億2,299 万円

9億6,500 万円

21億6,103 万円

92億6,391 万円

8億2,299 万円

5億1,631 万円

72.1 ％
0.0 ％

53.5 ％

100.0 ％

29.7 ％

特定事業に対し国から支出される負担金・補助金

延滞金・預金利子・雑入など、いずれの収入科目にも組み入れないもの

予算現額 収入済額 収入率内　容

0 円
市　税

特定事業に対し県から支出される負担金・補助金 16億0,839 万円 3億5,120 万円 21.8 ％県支出金
国庫支出金

前年度から繰り越したお金繰越金

施設の建設などで一度に多額の費用が必要な場合、市が借りるお金市　債

一定水準の行政サービスを提供できるよう国税から地方に配分される交
付金

諸収入 8億6,907 万円 2億3,501 万円 27.0 ％
地方消費税を財源として、市町村に交付される交付金地方消費税交付金

分担金および負担金、使用料および手数料、地方譲与税、自動車取得税交
付金などその他

科　目

15億4,636 万円 44.2 ％

6億4,183 万円

地方交付税 12億5,200 万円 7億8,641 万円 62.8 ％

一般会計　歳出 予算現額 293億8,687万円　　支出済額 116億4,616万円　　執行率 39.6％

（平成25年度繰越明許等予算２3億6,828万円を含む）

お年寄りや障害を有する方への援助、生活保護、保育園の運営などの経費 113億8,115 万円

26億1,853 万円
16億7,715 万円
21億7,833 万円

44億5,140 万円

7億5,028 万円
8億1,358 万円
9億4,792 万円

39.1 ％

28.7 ％
48.5 ％
43.5 ％

道路、河川の整備や管理などの経費
市が借りたお金の元利償還金などを支払うための経費
消防費、商工費、議会費、農林水産費、諸支出金、労働費、予備費など

科　目
民生費

小・中学校、図書館、スポーツ施設の運営などの経費 52億5,638 万円 18億8,263 万円 35.8 ％教育費
34億1,495 万円 47.6 ％市役所の管理、徴税、選挙事務、コンピュータの管理などの経費 16億2,399 万円総務費
28億6,038 万円 11億7,636 万円 41.1 ％各種健診、予防接種、保健センターの運営、ごみ・し尿処理などの経費衛生費

土木費
公債費

内　容 予算現額 支出済額 執行率

その他

（平成25年度繰越明許等予算２3億6,828万円を含む）

平成26年度上半期 特別会計予算執行状況

国民健康保険特別会計

西春駅西土地区画整理事業特別会計
公共下水道事業特別会計

予算現額 収入済額 支出済額
2億8,500 万円

8,013 万円
22億0,298 万円

0 円

4,613 万円
6億   407 万円

6,230 万円

後期高齢者医療特別会計
85億3,357 万円 31億7,764 万円 35億8,569 万円

2,922 万円
6億3,009 万円

介護保険特別会計
8億7,653 万円

19億9,391 万円 １5億8,587 万円

市債および市有財産の状況

（特別会計含む）

38億7,966 万円 39億1,056 万円基　　金
301億2,059 万円  △8億3,317 万円 292億8,742 万円市　　債

平成26年3月31日現在高 平成26年4月～9月増減 平成26年9月30日現在高

１９7，277.91 ㎡ 0 ㎡ １９7，277.91 ㎡建　　物
461,401.93 ㎡ 7,201.59 ㎡ 468,603.52 ㎡土　　地

3,090 万円

（平成25 年度繰越明許等予算 公共下水道特別会計 2 億 3,490 万円を含む )

土地取得特別会計

41億9,368 万円
3億3,730 万円 1億3,600 万円

平成２5年度決算の状況

一般会計

国民健康保険

後期高齢者医療
介護保険

西春駅西土地区画整理事業

公共下水道事業

会計別名称／区分 歳　出

（赤字額がない場合は「－」と記載）

健全化判断比率

実質赤字比率
連結実質赤字比率
実質公債費比率
将来負担比率

2.7 ％
0.3 ％

平成25年度 平成24年度

3.4 ％
8.1 ％

（備考：地方公営企業法非適用企業会計、赤字額がない場合は「－」と記載）

資金不足比率（公共下水道事業特別会計）

資金不足比率
平成25年度 平成24年度

平成２5年度健全化判断比率および資金不足比率の公表

一般会計
歳出総額

253 億3,192 万円

教育費　
389,001
教育費　
389,001

総務費　
274,219
総務費　
274,219

衛生費　
270,965
衛生費　
270,965

土木費　
213,441
土木費　
213,441

公債費
153,871

消防費
84,923

その他
97,211

単位：万円

一般会計
歳入総額

261 億5,490 万円

市債
366,880
市債
366,880

その他
216,300
その他
216,300

繰越金
68,902
地方消費税交付金
76,108

使用料および手数料
39,200

単位：万円

県支出金
130,173

地方交付税
123,297

土地取得

特
別
会
計

歳　入

261億5,490 万円

7億8,497 万円

38億6,043 万円

17億9,254 万円

82億7,005 万円

9,544 万円

5億7,866 万円

80億5,338 万円

7億8,161 万円

37億1,476 万円

8,431 万円

253億3,192 万円

17億0,271 万円

5億7,866 万円

民生費　
1,049,561
民生費　
1,049,561

市税
1,285,627
市税
1,285,627

国庫支出金
309,003
国庫支出金
309,003

平成25年度市債の状況

庁舎耐震等改修 1億2,400 万円

4億3,540 万円

8億3,600 万円

5億9,689 万円

2,358 万円
40億2,363 万円

98億　452 万円

9億9,064 万円

5億1,677 万円

借入額 年度末現在高借 入 内 容

22億7,104 万円

総　務

消　防

民　生

教　育

道路新設改良、排水路改修、雨水貯留施設・都市公園整備など土　木

減収補てん債

臨時財政対策債

減税補てん債

区画整理事業債

市　債

12億7,222 万円

1億6,012 万円

1億1,061 万円

普
通
債

そ
の
他

特
別
会
計

臨時税収補てん債

下水道債
合　計

公共下水道、流域下水道

地方交付税として交付するべき財源が不足した場合に、不足した分を
地方債で補い、償還に要する費用は後年度の地方交付税で措置される

平成25年度基金の状況（一般会計）

年度間の財源の不均衡を調整 457 万円

1億5,652 万円

22億1,666 万円
公共施設建設整備、駅および駅周辺整備など

積立額 年度末現在高積立額の内容

38億7,966 万円

財政調整基金
特定目的基金

合　計

基　金

16億6,300 万円

5億8,320 万円
43億5,440 万円 301億2,059 万円

102億2,118 万円

農林水産 2,699 万円

土地取得事業債 調整池用地取得 1億0,240 万円 1億0,240 万円

小・中学校整備、給食センター建設、（仮称）総合運動広場建設など 15億1,100 万円

1億5,195 万円

地方税の収入額が、標準税収入額を下回る場合、その減収を補うため
に発行される地方債

保育園整備、児童クラブ整備、児童センター建設 2億9,030 万円

4億7,210 万円

市税負担状況：154,356 円（市民税・固定資産税など）
市債の状況：361,635 円

（平成 26 年 3 月 31 日現在の人口 83,290 人で
計算しています。）

（億円）

43.5

301.2

1.6

38.8

市民１人あたりの
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国
民
健
康
保
険
に
加
入
の
70
歳
未

満
の
方
で
、「
限
度
額
適
用
認
定
証
」、

「
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額

認
定
証
」を
お
持
ち
の
方
は
、
有
効

期
限
が
平
成
26
年
12
月
31
日
ま
で
と

な
っ
て
い
ま
す
。
平
成
27
年
１
月
１

日
以
降
も
必
要
な
方
は
、
平
成
27
年

７
月
31
日
ま
で
の
証
と
差
し
替
え
ま

す
の
で
、
１
月
５
日
以
降
に
現
在
お

持
ち
の
認
定
証
を
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。

　
お
問
い
合
わ
せ
は
、
国
保
医
療
課

へ
。

ここが「平成26年12月31日」となっています。

70 歳未満の方
「
限
度
額
認
定
証
」な
ど
の

　
　
　
　
有
効
期
限
に
つ
い
て

　
固
定
資
産
税
は
、
毎
年
１
月
１
日
を
基
準

日
と
し
て
、
現
況
の
所
有
者
な
ど
に
課
せ
ら

れ
ま
す
。

　
今
年
12
月
31
日
ま
で
に
家
屋
を
全
部
ま
た

は
一
部
取
り
壊
し
た
場
合
は
申
告
し
て
く
だ

さ
い
。

　
な
お
、
家
屋
を
取
り
壊
す
と
、
翌
年
度
に

そ
の
土
地
の
税
額
が
上
が
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

　
お
問
い
合
わ
せ
は
、
税
務

課（
西
庁
舎
）へ
。

家
屋
を
取
り
壊
し
た
場
合
は

　
　
　
　
　
　
　
ご
連
絡
く
だ
さ
い

家
屋
を
取
り
壊
し
た
場
合
は

　
　
　
　
　
　
　
ご
連
絡
く
だ
さ
い

家
屋
の
改
修
工
事
を
実
施
し
た
際
、
以
下
の

と
お
り
固
定
資
産
税（
都
市
計
画
税
は
含
み
ま

せ
ん
）が
減
額
さ
れ
ま
す
。
い
ず
れ
の
場
合
も
、

工
事
完
了
後
３
か
月
以
内
に
必
要
書
類
を
添

付
し
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
は
、
税
務
課（
西
庁
舎
）へ
。

住
宅
耐
震

住
宅
耐
震
改
修
工
事
を
実
施
し
た
住
宅
が
、

次
の
要
件
を
す
べ
て
満
た
す
場
合
、
翌
年
度
か

ら一定
期
間（
左
表
を
参
照
）、
居
住
部
分（
１
戸

あ
た
り
１
２
０
㎡
ま
で
）に
か
か
る
固
定
資
産
税

の
２
分
の
１
を
減
額
し
ま
す
。

１
　
昭
和
57
年
１
月
１
日
以
前
に
完
成
し
て
い

た
住
宅
で
あ
る
こ
と

２
　
現
行
の
耐
震
基
準
に
適
合
し
た
50
万
円
を

超
え
る
改
修
工
事
で
あ
る
こ
と

省
エ
ネ

  

（
熱
損
失
防
止
工
事
）

改
修
工
事
を
実
施
し
た
住
宅
が
、
次
の
要
件

を
す
べ
て
満
た
す
場
合
、
居
住
部
分（
１
戸
あ
た

り
１
２
０
㎡
ま
で
）に
か
か
る
翌
年
度
分
の
固
定

資
産
税
の
３
分
の
１
を
減
額
し
ま
す
。

１
　
平
成
20
年
１
月
１
日
以
前
に
建
築
さ
れ
た

住
宅（
賃
貸
住
宅
を
除
く
）

２
　
平
成
26
年
１
月
２
日
〜
平
成
28
年
３
月
31

日
に
完
了
し
た
工
事
で
あ
る
こ
と

３
　
次
の
工
事
で
自
己
負
担
が
50
万
円
を
超
え

る
の
も
の

　
①
窓
の
改
修
工
事（
二
重
サ
ッ
シ
化
、
復
層
ガ

　
ラ
ス
化
な
ど
）【
必
須
】

　
②
上
記
工
事
と
併
せ
て
行
う
床
・
壁
・
天
井

　
の
断
熱
化
工
事

４
　
改
修
工
事
に
よ
り
改
修
し
た
箇
所
が
現
行

の
省
エ
ネ
基
準
に
適
合
す
る
こ
と

バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修
工
事
を
実
施
し
た
住
宅

が
、
次
の
要
件
を
す
べ
て
満
た
す
場
合
、
居
住

部
分（
１
戸
あ
た
り
１
０
０
㎡
ま
で
）に
か
か
る
翌

年
度
分
の
固
定
資
産
税
の
３
分
の
１
を
減
額
し

ま
す
。

省
エ
ネ
改
修
工
事
と
バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修

工
事
に
よ
る
減
額
措
置
は
、
併
用
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
が
、
住
宅
耐
震
改
修
工
事

と
そ
の
他
の
工
事
に
よ
る
減
額
措
置
は
、

併
用
で
き
ま
せ
ん
。

住
宅
の
耐
震
診
断
の
お
知
ら
せ

【
木
造
住
宅
無
料
耐
震
診
断
】

対
象
住
宅
　
昭
和
56
年
５
月
31
日
以

　
前
に
着
工
さ
れ
た
木
造
住
宅（
在

　
来
軸
組
構
法
お
よ
び
伝
統
構
法
の

　
戸
建
て
、
長
屋
、
共
同
住
宅
、
併

　
用
住
宅
で
貸
家
を
含
む
）

建
物
規
模
等
　
２
階
建
て
以
下
で
現

　
に
居
住
し
て
い
る
も
の

対
　象
　
住
宅
の
所
有
者

募
集
数
　
15
戸（
先
着
順
）

【
非
木
造
住
宅
耐
震
診
断
費
補
助
】

対
象
住
宅
　
昭
和
56
年
５
月
31
日
以

　
前
に
着
工
さ
れ
た
非
木
造
住
宅
　

　（
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
、
鉄
骨

　
造
な
ど
の
住
宅
）

建
物
規
模
等
　
戸
建
て（
戸
建
て
以

　
外
の
場
合
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。）

対
　象
　
住
宅
の
所
有
者

補
助
額
　
最
大
８
万
９
０
０
０
円

募
集
数
　
５
戸（
先
着
順
）

　
お
問
い
合
せ
は
、
施
設
管
理
課

へ
。

　
過
去
の
大
地
震
で
は
住
宅
の
倒
壊

に
よ
り
多
く
の
方
が
犠
牲
と
な
っ
て

い
ま
す
。
予
測
困
難
な
地
震
に
は
日

ご
ろ
の
備
え
が
大
切
で
す
。
ぜ
ひ
、

こ
の
機
会
に
専
門
家
に
よ
る
耐
震
診

断
を
受
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

家
屋
の
改
修
工
事
に
伴
う
固
定
資
産
税
の
減
額
に
つ
い
て

家
屋
の
改
修
工
事
に
伴
う
固
定
資
産
税
の
減
額
に
つ
い
て

１
　
平
成
19
年
１
月
１
日
以
前
に
建
築
さ
れ
た

住
宅（
賃
貸
住
宅
を
除
く
）

２
　
次
の
い
ず
れ
か
の
方
が
居
住
す
る
既
存
住

バ
リ
ア
フ
リ
ー

耐震改修工事の
完了時期

減額措置を
受けられる期間

平成 26年
　1月 2日（木）
　　　　～
平成 27年
　12月 31日（木）

１年度分
※当該住宅が、建築
物の耐震改修の促
進に関する法律に
規定する「通行障
害既存耐震不適格
建築物」であった
場合は２年度分

○耐震改修工事の時期と
　減額措置を受けられる期間

宅
　
①
65
歳
以
上
の
方

　
②
要
介
護
認
定
ま
た
は
要
支
援
認
定
を
受
け

　
て
い
る
方

　
③
障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
の
方

３
　
平
成
26
年
１
月
２
日
〜
平
成
28
年
３
月
31

日
に
完
了
し
た
改
修
工
事
で
あ
る
こ
と

４
　
自
己
負
担
が
50
万
円
を
超
え
る
次
の
工
事

①
廊
下
の
拡
幅
　
②
階
段
の
こ
う
配
の
緩
和

③
浴
室
の
改
良
　
④
便
所
の
改
良
　
⑤
手
す

り
の
設
置
　
⑥
床
の
段
差
の
解
消
　
⑦
ド
ア

の
引
戸
へ
の
取
替
え
　
⑧
床
表
面
の
滑
り
止

め

改
修
工
事
を
し
た
住
宅

改
修
工
事
を
し
た
住
宅

改
修
工
事
を

　
　し
た
住
宅

平
成
27
年
１
月
診
療
分
か
ら

　
　
　
　
５
つ
の
所
得
区
分
に

　
健
康
保
険
法
施
行
令
等
の
一
部
を

改
正
す
る
政
令
の
施
行
に
と
も
な

い
、
平
成
27
年
１
月
診
療
分
か
ら
国

民
健
康
保
険
の
自
己
負
担
限
度
額
等

の
見
直
し
が
あ
り
ま
す
。

　
自
己
負
担
限
度
額
は
世
帯
の
所
得

に
応
じ
て
適
用
区
分
が
決
ま
っ
て
い

ま
す
が
、
今
回
の
改
正
で
適
用
区
分

が
細
分
化
さ
れ
、
70
歳
未
満
の
適
用

区
分
が
下
表
の
と
お
り
３
つ
の
現
区

分（
Ａ・Ｂ・Ｃ
）か
ら
５
つ
の
新
区
分

（
ア
・
イ
・
ウ
・
エ
・
オ
）に
変
更
と

な
り
ま
す
。

※

70
歳
以
上
の
方（
後
期
高
齢
者
医

療
制
度
該
当
者
の
方
は
除
く
）の

自
己
負
担
限
度
額
の
変
更
は
あ
り

ま
せ
ん
。

　
お
問
い
合
わ
せ
は
、
国
保
医
療
課

へ
。

高
額
療
養
費
制
度
に
お
け
る

　自
己
負
担
限
度
額
等
が
見
直
さ
れ
ま
す

現区分 新区分 旧ただし書き所得
（注 1）による所得区分

70 歳未満の方

自己負担限度額

◎同じ世帯で所得が未申告の方がいる場合、上位所得者（ア）とみなされます。
注１　旧ただし書き所得とは、総所得金額から基礎控除（330,000 円）を差し引いたものです。
注２　療養のあった月を含む過去１年間に３回以上高額療養費に該当し申請した場合の、４回目からの自己負
　　　担限度額です。

A：上位
所得世帯

Ｂ：一般
所得世帯

C：住民税
非課税世帯

ア

イ

ウ

エ

オ

901 万円超

600万円超～
901万円以下

210万円超～
600万円以下

210万円以下

住民税非課税世帯

252,600 円＋
（10割分の医療費－842,000 円）×1％

　　（140,100 円）　注 2

167,400 円＋
（10割分の医療費－558,000 円）×1％

　　　（93,000 円）　注２

　80,100 円＋
（10割分の医療費－267,000 円）×1％

　　　（44,400 円）　注２

57,600 円

　　　（44,400 円）　注２

　　　（24,600 円）　注２

35,400 円
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国
民
健
康
保
険
に
加
入
の
70
歳
未

満
の
方
で
、「
限
度
額
適
用
認
定
証
」、

「
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額

認
定
証
」を
お
持
ち
の
方
は
、
有
効

期
限
が
平
成
26
年
12
月
31
日
ま
で
と

な
っ
て
い
ま
す
。
平
成
27
年
１
月
１

日
以
降
も
必
要
な
方
は
、
平
成
27
年

７
月
31
日
ま
で
の
証
と
差
し
替
え
ま

す
の
で
、
１
月
５
日
以
降
に
現
在
お

持
ち
の
認
定
証
を
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。

　
お
問
い
合
わ
せ
は
、
国
保
医
療
課

へ
。

ここが「平成26年12月31日」となっています。

70 歳未満の方
「
限
度
額
認
定
証
」な
ど
の

　
　
　
　
有
効
期
限
に
つ
い
て

　
固
定
資
産
税
は
、
毎
年
１
月
１
日
を
基
準

日
と
し
て
、
現
況
の
所
有
者
な
ど
に
課
せ
ら

れ
ま
す
。

　
今
年
12
月
31
日
ま
で
に
家
屋
を
全
部
ま
た

は
一
部
取
り
壊
し
た
場
合
は
申
告
し
て
く
だ

さ
い
。

　
な
お
、
家
屋
を
取
り
壊
す
と
、
翌
年
度
に

そ
の
土
地
の
税
額
が
上
が
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

　
お
問
い
合
わ
せ
は
、
税
務

課（
西
庁
舎
）へ
。

家
屋
を
取
り
壊
し
た
場
合
は

　
　
　
　
　
　
　
ご
連
絡
く
だ
さ
い

家
屋
を
取
り
壊
し
た
場
合
は

　
　
　
　
　
　
　
ご
連
絡
く
だ
さ
い

家
屋
の
改
修
工
事
を
実
施
し
た
際
、
以
下
の

と
お
り
固
定
資
産
税（
都
市
計
画
税
は
含
み
ま

せ
ん
）が
減
額
さ
れ
ま
す
。
い
ず
れ
の
場
合
も
、

工
事
完
了
後
３
か
月
以
内
に
必
要
書
類
を
添

付
し
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
は
、
税
務
課（
西
庁
舎
）へ
。

住
宅
耐
震

住
宅
耐
震
改
修
工
事
を
実
施
し
た
住
宅
が
、

次
の
要
件
を
す
べ
て
満
た
す
場
合
、
翌
年
度
か

ら一定
期
間（
左
表
を
参
照
）、
居
住
部
分（
１
戸

あ
た
り
１
２
０
㎡
ま
で
）に
か
か
る
固
定
資
産
税

の
２
分
の
１
を
減
額
し
ま
す
。

１
　
昭
和
57
年
１
月
１
日
以
前
に
完
成
し
て
い

た
住
宅
で
あ
る
こ
と

２
　
現
行
の
耐
震
基
準
に
適
合
し
た
50
万
円
を

超
え
る
改
修
工
事
で
あ
る
こ
と

家
屋
の
改
修
工
事
を
実
施
し
た
際
、
以
下
の

と
お
り
固
定
資
産
税（
都
市
計
画
税
は
含
み
ま

せ
ん
）が
減
額
さ
れ
ま
す
。
い
ず
れ
の
場
合
も
、

か
月
以
内
に
必
要
書
類
を
添

お
問
い
合
わ
せ
は
、
税
務
課（
西
庁
舎
）へ
。

省
エ
ネ

  

（
熱
損
失
防
止
工
事
）

改
修
工
事
を
実
施
し
た
住
宅
が
、
次
の
要
件

を
す
べ
て
満
た
す
場
合
、
居
住
部
分（
１
戸
あ
た

り
１
２
０
㎡
ま
で
）に
か
か
る
翌
年
度
分
の
固
定

資
産
税
の
３
分
の
１
を
減
額
し
ま
す
。

１
　
平
成
20
年
１
月
１
日
以
前
に
建
築
さ
れ
た

住
宅（
賃
貸
住
宅
を
除
く
）

２
　
平
成
26
年
１
月
２
日
〜
平
成
28
年
３
月
31

日
に
完
了
し
た
工
事
で
あ
る
こ
と

３
　
次
の
工
事
で
自
己
負
担
が
50
万
円
を
超
え

る
の
も
の

　
①
窓
の
改
修
工
事（
二
重
サ
ッ
シ
化
、
復
層
ガ

　
ラ
ス
化
な
ど
）【
必
須
】

　
②
上
記
工
事
と
併
せ
て
行
う
床
・
壁
・
天
井

　
の
断
熱
化
工
事

４
　
改
修
工
事
に
よ
り
改
修
し
た
箇
所
が
現
行

の
省
エ
ネ
基
準
に
適
合
す
る
こ
と

固
定
資
産
税
は
、
毎
年
１
月
１
日
を
基
準

日
と
し
て
、
現
況
の
所
有
者
な
ど
に
課
せ
ら

れ
ま
す
。

　
今
年

は
一
部
取
り
壊
し
た
場
合
は
申
告
し
て
く
だ

さ
い
。

　
な
お
、
家
屋
を
取
り
壊
す
と
、
翌
年
度
に

　
　
　
　
　
　
　
ご
連
絡
く
だ
さ
い

　
　
　
　
　
　
　
ご
連
絡
く
だ
さ
い

　
　
　
　
　
　
　
ご
連
絡
く
だ
さ
い

４
　
改
修
工
事
に
よ
り
改
修
し
た
箇
所
が
現
行

の
省
エ
ネ
基
準
に
適
合
す
る
こ
と

バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修
工
事
を
実
施
し
た
住
宅

が
、
次
の
要
件
を
す
べ
て
満
た
す
場
合
、
居
住

部
分（
１
戸
あ
た
り
１
０
０
㎡
ま
で
）に
か
か
る
翌

年
度
分
の
固
定
資
産
税
の
３
分
の
１
を
減
額
し

ま
す
。

省
エ
ネ
改
修
工
事
と
バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修

工
事
に
よ
る
減
額
措
置
は
、
併
用
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
が
、
住
宅
耐
震
改
修
工
事

と
そ
の
他
の
工
事
に
よ
る
減
額
措
置
は
、

併
用
で
き
ま
せ
ん
。

住
宅
の
耐
震
診
断
の
お
知
ら
せ

【
木
造
住
宅
無
料
耐
震
診
断
】

対
象
住
宅
　
昭
和
56
年
５
月
31
日
以

　
前
に
着
工
さ
れ
た
木
造
住
宅（
在

　
来
軸
組
構
法
お
よ
び
伝
統
構
法
の

　
戸
建
て
、
長
屋
、
共
同
住
宅
、
併

　
用
住
宅
で
貸
家
を
含
む
）

建
物
規
模
等
　
２
階
建
て
以
下
で
現

　
に
居
住
し
て
い
る
も
の

対
　象
　
住
宅
の
所
有
者

募
集
数
　
15
戸（
先
着
順
）

【
非
木
造
住
宅
耐
震
診
断
費
補
助
】

対
象
住
宅
　
昭
和
56
年
５
月
31
日
以

　
前
に
着
工
さ
れ
た
非
木
造
住
宅
　

　（
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
、
鉄
骨

　
造
な
ど
の
住
宅
）

建
物
規
模
等
　
戸
建
て（
戸
建
て
以

　
外
の
場
合
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。）

対
　象
　
住
宅
の
所
有
者

補
助
額
　
最
大
８
万
９
０
０
０
円

募
集
数
　
５
戸（
先
着
順
）

　
お
問
い
合
せ
は
、
施
設
管
理
課

へ
。

　
過
去
の
大
地
震
で
は
住
宅
の
倒
壊

に
よ
り
多
く
の
方
が
犠
牲
と
な
っ
て

い
ま
す
。
予
測
困
難
な
地
震
に
は
日

ご
ろ
の
備
え
が
大
切
で
す
。
ぜ
ひ
、

こ
の
機
会
に
専
門
家
に
よ
る
耐
震
診

断
を
受
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

家
屋
の
改
修
工
事
に
伴
う
固
定
資
産
税
の
減
額
に
つ
い
て

家
屋
の
改
修
工
事
に
伴
う
固
定
資
産
税
の
減
額
に
つ
い
て

１
　
平
成
19
年
１
月
１
日
以
前
に
建
築
さ
れ
た

住
宅（
賃
貸
住
宅
を
除
く
）

２
　
次
の
い
ず
れ
か
の
方
が
居
住
す
る
既
存
住

バ
リ
ア
フ
リ
ー

耐震改修工事の
完了時期

減額措置を
受けられる期間

平成 26年
　1月 2日（木）
　　　　～
平成 27年
　12月 31日（木）

１年度分
※当該住宅が、建築
物の耐震改修の促
進に関する法律に
規定する「通行障
害既存耐震不適格
建築物」であった
場合は２年度分

○耐震改修工事の時期と
　減額措置を受けられる期間

宅
　
①
65
歳
以
上
の
方

　
②
要
介
護
認
定
ま
た
は
要
支
援
認
定
を
受
け

　
て
い
る
方

　
③
障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
の
方

３
　
平
成
26
年
１
月
２
日
〜
平
成
28
年
３
月
31

日
に
完
了
し
た
改
修
工
事
で
あ
る
こ
と

４
　
自
己
負
担
が
50
万
円
を
超
え
る
次
の
工
事

①
廊
下
の
拡
幅
　
②
階
段
の
こ
う
配
の
緩
和

③
浴
室
の
改
良
　
④
便
所
の
改
良
　
⑤
手
す

り
の
設
置
　
⑥
床
の
段
差
の
解
消
　
⑦
ド
ア

の
引
戸
へ
の
取
替
え
　
⑧
床
表
面
の
滑
り
止

め

改
修
工
事
を
し
た
住
宅

改
修
工
事
を
し
た
住
宅

改
修
工
事
を

　
　し
た
住
宅

平
成
27
年
１
月
診
療
分
か
ら

　
　
　
　
５
つ
の
所
得
区
分
に

　
健
康
保
険
法
施
行
令
等
の
一
部
を

改
正
す
る
政
令
の
施
行
に
と
も
な

い
、
平
成
27
年
１
月
診
療
分
か
ら
国

民
健
康
保
険
の
自
己
負
担
限
度
額
等

の
見
直
し
が
あ
り
ま
す
。

　
自
己
負
担
限
度
額
は
世
帯
の
所
得

に
応
じ
て
適
用
区
分
が
決
ま
っ
て
い

ま
す
が
、
今
回
の
改
正
で
適
用
区
分

が
細
分
化
さ
れ
、
70
歳
未
満
の
適
用

区
分
が
下
表
の
と
お
り
３
つ
の
現
区

分（
Ａ・Ｂ・Ｃ
）か
ら
５
つ
の
新
区
分

（
ア
・
イ
・
ウ
・
エ
・
オ
）に
変
更
と

な
り
ま
す
。

※

70
歳
以
上
の
方（
後
期
高
齢
者
医

療
制
度
該
当
者
の
方
は
除
く
）の

自
己
負
担
限
度
額
の
変
更
は
あ
り

ま
せ
ん
。

　
お
問
い
合
わ
せ
は
、
国
保
医
療
課

へ
。

高
額
療
養
費
制
度
に
お
け
る

　自
己
負
担
限
度
額
等
が
見
直
さ
れ
ま
す

現区分 新区分 旧ただし書き所得
（注 1）による所得区分

70 歳未満の方

自己負担限度額

◎同じ世帯で所得が未申告の方がいる場合、上位所得者（ア）とみなされます。
注１　旧ただし書き所得とは、総所得金額から基礎控除（330,000 円）を差し引いたものです。
注２　療養のあった月を含む過去１年間に３回以上高額療養費に該当し申請した場合の、４回目からの自己負
　　　担限度額です。

A：上位
所得世帯

Ｂ：一般
所得世帯

C：住民税
非課税世帯

ア

イ

ウ

エ

オ

901 万円超

600万円超～
901万円以下

210万円超～
600万円以下

210万円以下

住民税非課税世帯

252,600 円＋
（10割分の医療費－842,000 円）×1％

　　（140,100 円）　注 2

167,400 円＋
（10割分の医療費－558,000 円）×1％

　　　（93,000 円）　注２

　80,100 円＋
（10割分の医療費－267,000 円）×1％

　　　（44,400 円）　注２

57,600 円

　　　（44,400 円）　注２

　　　（24,600 円）　注２

35,400 円
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地域で生産されたものを、その地域で消費するのが「地産池消」です。
地元でとれた新鮮でおいしい旬の農産物を食べませんか。

○身近な場所から新鮮な農産物が得られる
収穫されてから短期間で販売されるため、新鮮な

農産物を買うことができます。
○生産状況を確認でき、農業に親近感が湧く

○消費者の求めているものがわかりやすい
消費者の顔が見えるため、今、消費者がどのよう

な農産物をどれだけ求めているのかを直接知ること
ができます。
○輸送時間と費用が節約できる

生産地から販売所までの距離が近いため、運送に
かかる費用が安くすみ、結果として収入の増加につ
ながります。

住　所　石橋郷 68 番地（ＪＡ西春日井西春支店隣り）
販売日　毎週金曜日、日曜日
営業時間　午前 9 時～午後 5 時
お問い合わせは、グリーン西春日井☎（24）1662 へ。

住　所　熊之庄大畔 48 番地（総合福祉センターもえの丘）
販売日　毎月第１日曜日（ただし、１月のみ第２日曜日）
営業時間　午前 8 時 30 分～野菜等なくなり次第、終了

住　所　法成寺ツナギ畑 107 番地 1（（株）桃の館隣り）
販売日　毎日（無休）
営業時間　午前９時～午後 6 時

○出店者を募集しています
お問い合わせは、市社会福祉協議会：馬場☎（25）8500

へ。 

○生産者を募集しています
お問い合わせは、合同会社フーズイノベーション（市内

食品メーカー 7 社が共同出資した会社です）：松浪☎（26）
1270 へ。

地域で生産されたものを、その地域で消費するのが「地産池消」です。
地元でとれた新鮮でおいしい旬の農産物を食べませんか。

地産地消のすすめ地産地消のすすめ
北なごやの農産物を食べよう北なごやの農産物を食べよう

○身近な場所から新鮮な農産物が得られる
収穫されてから短期間で販売されるため、新鮮な

農産物を買うことができます。

地域で生産されたものを、その地域で消費するのが「地産池消」です。
地元でとれた新鮮でおいしい旬の農産物を食べませんか。

消費者にとっての地産地消消費者にとっての地産地消

グリーン西春日井（産直コーナー）

もえの丘　青空市場

食のアウトレットモール北名古屋

市内で生産されている農産物の直売所をご紹介します。

　子育て支援センターに初めて遊び
に来る方の集まりです。
と　き　12 月 11 日（木）
　　　　午後１時 30 分～３時
ところ　東子育て支援センター
対　象　子育て支援センターを初め

て利用する親子、妊婦
内　容　親子ふれあい遊び、交流会、

育児相談など
※申込みは不要です。

◆ はじめましての会
　交流会などを通して、多胎児の育
児の悩みを、親同士で分かち合いま
しょう。
と　き　12 月 20 日（土）　　　　　
　　　　午前 10 時～ 11 時 30 分
ところ　東子育て支援センター
対　象　就園前の多胎児親子、妊婦
内　容　クリスマス会
※申込みは不要です。就園後の多胎

児の親子も先輩ママ、友だちとし
てぜひご参加ください。

◆ さくらんぼタイム

子育て支援センター子育て支援センター 子 育 て 情 報子 育 て 情 報子 育 て 情 報子 育 て 情 報

　１歳前の子どもと保護者が集まり、
楽しく過ごします。
と　き　12 月 9 日（火）
　　　　午後１時 30 分～３時
ところ　北子育て支援センター、南

子育て支援センター
対　象　１歳までの乳児とその保護

者、妊婦
内　容　親子ふれあい遊び、交流会、

育児相談など
　　　※北子育て支援センターでは

救急救命講座、南子育て支援
センターでは管理栄養士によ
る栄養相談も行います。

※申込みは不要です。

◆ 赤ちゃんタイム

出 前 子 育 て 支 援 事 業出 前 子 育 て 支 援 事 業出 前 子 育 て 支 援 事 業出 前 子 育 て 支 援 事 業

と　き　12 月 11 日（木） 　　　
　　　　午前 10 時～ 11 時 45 分
ところ　米野公民館
内　容　クリスマス飾り作り
問合せ　北子育て支援センター

◆とことこ・こめの

と　き　12 月 15 日（月）　　　
　　　　午前 10 時～ 11 時 45 分
ところ　中之郷公会堂
内　容　クリスマスグッズ作り
問合せ　西子育て支援センター

◆にこにこまめっこ

※申込みは不要です。駐車場がな
いので、徒歩または自転車でお
越しください。

12 月 27 日（土）から 1 月 4 日（日）
まで子育て支援センターは休館にな
ります。

1 月 5 日（月）か ら は、東・北・南
子育て支援センターは午前９時から
通常通り開館、西子育て支援セン
ターは午前９時 30 分から開館しま
すので、ご利用ください。

～年末年始休館のお知らせ～

市ホームページの左側にある子
育て支援サイトをご存知ですか。

このサイトは、子育てに関する
多くの情報を発信し、子育て家庭
への情報提供することを目的とし
ています。ぜひご活用ください。

【子育て支援サイトについて】

市ホームページ左側の
このマークをクリック

―― 観て、聴いて、体験して、笑って、食べて、飲んで ――
東スポーツクラブ祭

クラブ体験からはじまる、健康づくり、仲間づくりへの大きな一歩

と　き　平成 27 年 1 月 25 日（日）　午前 9 時～午後 1 時　　ところ　総合体育館

プログラム（予定）

スポーツ玉入れ（参加者全員）
　◆午前 11 時頃～
　賞品および参加賞あり

美味しいコーヒーの淹れ方と試飲
◆午前 10 時 30 分～、11 時～
◆2 階ロビー周辺
　（先着 100 人　整理券必要）
　フェアトレードコーヒーの販売

笑いの講演「芸ひとすじ !!　笑は健康のもと」
◆正午～午後 1 時
◆多目的ホール　
　講師　三遊亭笑くぼ（大須くるみ）氏
　（先着 250 人　整理券必要）

種目体験（参加自由）
◆午前 9 時～　各種目 15 分
　腰痛体操
　ソフトエアロビクス
　太極拳
　健康体操
　ストレッチ体操
　スナッグゴルフ
　卓球
　ショートテニス　など
　（種目変更の場合あり）

お餅つき
◆午前 10 時～、11 時～
◆入口周辺
　（試食は先着 150 人　整理券必要）

※整理券（無料）の配布について
　当日午前 8 時 30 分より 1 階入
口付近で配布します。
　「お 餅」「コ ー ヒ ー」「講 演」そ
れぞれ 1 人 1 枚（先着順）。
　無くなり次第、配布終了。

問合せ
東スポーツクラブ事務局
☎（70）5479
月・金曜日　午前 9 時～午後 3 時
火・木曜日　午前 9 時～正午

収穫されてから短期間で販売されるため、新鮮な
○消費者の求めているものがわかりやすい

消費者の顔が見えるため、今、消費者がどのよう
な農産物をどれだけ求めているのかを直接知ること

地域で生産されたものを、その地域で消費するのが「地産池消」です。
地元でとれた新鮮でおいしい旬の農産物を食べませんか。

生産者にとっての地産地消生産者にとっての地産地消

グリーン西春日井（産直コーナー）

市内で生産されている農産物の直売所をご紹介します。

地元農産物が買える直売所地元農産物が買える直売所

お問い合わせは、商工農政課へ。

「食のアウトレットモール北名古屋」
フリーマーケット出店者募集
「食のアウトレットモール北名古屋」
フリーマーケット出店者募集

「食のアウトレットモール北名古屋」では、フリーマーケッ
トへの出店者を募集しています。
と　き　12 月 14 日（日）　午前 9 時 30 分～午後 4 時
　　　　（※雨天の場合は、21 日（日）に延期）
募集数　12 区画（先着順）
出店料　1 区画　500 円
申込み　12 月 10 日（水）までに合同会社フーズイノベー

ション：松浪☎（26）1270 へ。

平成 26 年 8 月、市と合同会社フーズイノベーション
( 食のアウトレットモール北名古屋 ) との間で「パートナー
シップ協定」を締結しました。

この協定は、幅広い分野において協力し、相互に連携
を強化してまちづくりを進めるとともに、地域活性化に
資することを目的としたものです。

地元で育てられている
農産物なので、栽培され
ている状況を直接見るこ
ともでき、農業を身近に
感じることができます。
また、地域の伝統的な食
文化について知るきっか
けにもなります。

○少量でも、加工品でも販売できる
生産者が直接販売することによ

り、少ししか生産していない農産
物や加工品でも販売することがで
きます。
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地域で生産されたものを、その地域で消費するのが「地産池消」です。
地元でとれた新鮮でおいしい旬の農産物を食べませんか。

○身近な場所から新鮮な農産物が得られる
収穫されてから短期間で販売されるため、新鮮な

農産物を買うことができます。
○生産状況を確認でき、農業に親近感が湧く

○消費者の求めているものがわかりやすい
消費者の顔が見えるため、今、消費者がどのよう

な農産物をどれだけ求めているのかを直接知ること
ができます。
○輸送時間と費用が節約できる

生産地から販売所までの距離が近いため、運送に
かかる費用が安くすみ、結果として収入の増加につ
ながります。

住　所　石橋郷 68 番地（ＪＡ西春日井西春支店隣り）
販売日　毎週金曜日、日曜日
営業時間　午前 9 時～午後 5 時
お問い合わせは、グリーン西春日井☎（24）1662 へ。

住　所　熊之庄大畔 48 番地（総合福祉センターもえの丘）
販売日　毎月第１日曜日（ただし、１月のみ第２日曜日）
営業時間　午前 8 時 30 分～野菜等なくなり次第、終了

住　所　法成寺ツナギ畑 107 番地 1（（株）桃の館隣り）
販売日　毎日（無休）
営業時間　午前９時～午後 6 時

○出店者を募集しています
お問い合わせは、市社会福祉協議会：馬場☎（25）8500

へ。 

○生産者を募集しています
お問い合わせは、合同会社フーズイノベーション（市内

食品メーカー 7 社が共同出資した会社です）：松浪☎（26）
1270 へ。

地産地消のすすめ地産地消のすすめ
北なごやの農産物を食べよう北なごやの農産物を食べよう

消費者にとっての地産地消消費者にとっての地産地消

グリーン西春日井（産直コーナー）

もえの丘　青空市場

食のアウトレットモール北名古屋

市内で生産されている農産物の直売所をご紹介します。

　子育て支援センターに初めて遊び
に来る方の集まりです。
と　き　12 月 11 日（木）
　　　　午後１時 30 分～３時
ところ　東子育て支援センター
対　象　子育て支援センターを初め

て利用する親子、妊婦
内　容　親子ふれあい遊び、交流会、

育児相談など
※申込みは不要です。

◆ はじめましての会
　交流会などを通して、多胎児の育
児の悩みを、親同士で分かち合いま
しょう。
と　き　12 月 20 日（土）　　　　　
　　　　午前 10 時～ 11 時 30 分
ところ　東子育て支援センター
対　象　就園前の多胎児親子、妊婦
内　容　クリスマス会
※申込みは不要です。就園後の多胎

児の親子も先輩ママ、友だちとし
てぜひご参加ください。

◆ さくらんぼタイム

子育て支援センター子育て支援センター 子 育 て 情 報子 育 て 情 報子 育 て 情 報子 育 て 情 報

　１歳前の子どもと保護者が集まり、
楽しく過ごします。
と　き　12 月 9 日（火）
　　　　午後１時 30 分～３時
ところ　北子育て支援センター、南

子育て支援センター
対　象　１歳までの乳児とその保護

者、妊婦
内　容　親子ふれあい遊び、交流会、

育児相談など
　　　※北子育て支援センターでは

救急救命講座、南子育て支援
センターでは管理栄養士によ
る栄養相談も行います。

※申込みは不要です。

◆ 赤ちゃんタイム

出 前 子 育 て 支 援 事 業出 前 子 育 て 支 援 事 業出 前 子 育 て 支 援 事 業出 前 子 育 て 支 援 事 業

と　き　12 月 11 日（木） 　　　
　　　　午前 10 時～ 11 時 45 分
ところ　米野公民館
内　容　クリスマス飾り作り
問合せ　北子育て支援センター

◆とことこ・こめの

と　き　12 月 15 日（月）　　　
　　　　午前 10 時～ 11 時 45 分
ところ　中之郷公会堂
内　容　クリスマスグッズ作り
問合せ　西子育て支援センター

◆にこにこまめっこ

※申込みは不要です。駐車場がな
いので、徒歩または自転車でお
越しください。

12 月 27 日（土）から 1 月 4 日（日）
まで子育て支援センターは休館にな
ります。

1 月 5 日（月）か ら は、東・北・南
子育て支援センターは午前９時から
通常通り開館、西子育て支援セン
ターは午前９時 30 分から開館しま
すので、ご利用ください。

～年末年始休館のお知らせ～

市ホームページの左側にある子
育て支援サイトをご存知ですか。

このサイトは、子育てに関する
多くの情報を発信し、子育て家庭
への情報提供することを目的とし
ています。ぜひご活用ください。

【子育て支援サイトについて】

市ホームページ左側の
このマークをクリック

―― 観て、聴いて、体験して、笑って、食べて、飲んで ――
東スポーツクラブ祭

クラブ体験からはじまる、健康づくり、仲間づくりへの大きな一歩

と　き　平成 27 年 1 月 25 日（日）　午前 9 時～午後 1 時　　ところ　総合体育館

プログラム（予定）

スポーツ玉入れ（参加者全員）
　◆午前 11 時頃～
　賞品および参加賞あり

美味しいコーヒーの淹れ方と試飲
◆午前 10 時 30 分～、11 時～
◆2 階ロビー周辺
　（先着 100 人　整理券必要）
　フェアトレードコーヒーの販売

笑いの講演「芸ひとすじ !!　笑は健康のもと」
◆正午～午後 1 時
◆多目的ホール　
　講師　三遊亭笑くぼ（大須くるみ）氏
　（先着 250 人　整理券必要）

種目体験（参加自由）
◆午前 9 時～　各種目 15 分
　腰痛体操
　ソフトエアロビクス
　太極拳
　健康体操
　ストレッチ体操
　スナッグゴルフ
　卓球
　ショートテニス　など
　（種目変更の場合あり）

お餅つき
◆午前 10 時～、11 時～
◆入口周辺
　（試食は先着 150 人　整理券必要）

※整理券（無料）の配布について
　当日午前 8 時 30 分より 1 階入
口付近で配布します。
　「お 餅」「コ ー ヒ ー」「講 演」そ
れぞれ 1 人 1 枚（先着順）。
　無くなり次第、配布終了。

問合せ
東スポーツクラブ事務局
☎（70）5479
月・金曜日　午前 9 時～午後 3 時
火・木曜日　午前 9 時～正午

生産者にとっての地産地消生産者にとっての地産地消

地元農産物が買える直売所地元農産物が買える直売所

お問い合わせは、商工農政課へ。

「食のアウトレットモール北名古屋」
フリーマーケット出店者募集
「食のアウトレットモール北名古屋」
フリーマーケット出店者募集

「食のアウトレットモール北名古屋」では、フリーマーケッ
トへの出店者を募集しています。
と　き　12 月 14 日（日）　午前 9 時 30 分～午後 4 時
　　　　（※雨天の場合は、21 日（日）に延期）
募集数　12 区画（先着順）
出店料　1 区画　500 円
申込み　12 月 10 日（水）までに合同会社フーズイノベー

ション：松浪☎（26）1270 へ。

平成 26 年 8 月、市と合同会社フーズイノベーション
( 食のアウトレットモール北名古屋 ) との間で「パートナー
シップ協定」を締結しました。

この協定は、幅広い分野において協力し、相互に連携
を強化してまちづくりを進めるとともに、地域活性化に
資することを目的としたものです。

地元で育てられている
農産物なので、栽培され
ている状況を直接見るこ
ともでき、農業を身近に
感じることができます。
また、地域の伝統的な食
文化について知るきっか
けにもなります。

○少量でも、加工品でも販売できる
生産者が直接販売することによ

り、少ししか生産していない農産
物や加工品でも販売することがで
きます。
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水野 美保 記者

熊之庄協働クラブの主催による「熊カフェまちづくりサロン」が 10
月 18 日（土）に開催されました。これは、市民協働推進事業補助金
の採択を受け、地域の話し合いを活性化させることを目的とした研
修。６月、８月にも行われ、３回目となる今回は、最終回というこ
ともあり、見学も含め多くの参加者が集いました。

地域会議は、理論を戦わせる討論よりも、
コミュニケーションの場づくりが大事。楽し
い会議になれば、みんなが集まってきます。
また、出されたアイデアが、たとえ実現性が
低いものでも、楽しければ、それをネタに話
し合いを重ねることによって、地域の話し合
いが活性化し、強い絆の地域が生まれます。

この結果を受けて、今後の熊之庄協働
クラブの活動に注目ですね。会

議
フ
ァ
シ
リ
テ
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普
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会
代
表釘山 

健
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氏

話し合
いがス

タート
！ 北名古屋市のコミュニケーションを

　　　良くするにはどうしたらいいか
ー
マ

テ

みんなで考えようみんなで考えよう
「熊カフェまちづくりサロン」「熊カフェまちづくりサロン」

地域を元
気に！

投票の結果、「市内のコミュニケーションを図る日として、北コミデー
を設ける」、「お祭りなどを通して、もっと名古屋芸術大学と地域が交流を
図る」、「市内全体で農業体験をして作物を育成・収穫する」など楽しいア
イデアがいっぱい出てきました。

1 みんなが思いついたアイデアを
できるだけたくさん付箋紙に書く

グループ内で１人ずつアイデ
アを発表し、意見をまとめる2

3 いよいよグループ発表

みんなで投票！どのアイデアがイイかな…？4

入場してまず驚いたのは、会場内の飾りつけ。壁一面に楽しい張り紙、装飾がしてあり、
着ぐるみのコアラが受付の案内をしています。お茶やコーヒー、お菓子も用意され、まるで
楽しいパーティ会場のよう。参加者は、熊之庄の地域の方をはじめ、地元の大学生、NPO、
商工会の青年部、市職員有志などさまざまな年代や団体の人たち。知らない者同士ですが、
会場の雰囲気もあってか、リラックスした表情です。

オープニングでは、子どもたちによるかわいいフラダンスがさらに雰囲気を和らげてくれ
ます。続いて参加者はグループに分かれ、クイズでコミュニケーションを図ると、もうすっ
かり打ち解けた様子です。

みなさんも、地域に住
むさまざまな人たちとみ
んなで「楽しい話し合い」
をしてみてはいかがで
しょうか。
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スポーツ競技全国大会出場者報告会・激励会
左から：松下浩さん（卓球）、田中琉樹さん（空手道）、松本陽幹
さん（空手道）、可児駿弥さん（バドミントン）、水野チエ子さん

（卓球）

　市商工会が主催する商工祭が、今年も健康ドームで開催
されました。
　当日は、展示即売会やバザー、移動動物園、サイエンス
ショーなど盛りだくさんの内容に、朝から大勢の参加者が集
まり、各コーナーに行列ができるほどのにぎわいを見せまし
た。
　折りたたみ自転車や市内企業の食料品セットなどが当たる
お楽しみ抽選会では、いつ、自分の抽選番号が呼ばれるか、
かたずを飲んで見守る参加者で溢れていました。

文化祭・芸能発表会
文化勤労会館

友好都市韓国務安郡の方が市を訪れ、市内の子どもたちと交
流しました。　　　　　　　　　　          児童センターきらり

市消防団 OB で構成された消防団後方支援隊による PR 活動
　　　　　　　　　　　　　　　　  師勝幼稚園

第 6 回商工祭開催

市と市議会が県に対し、建設事業の急務となる 12 項目に関
する要望書を提出しました。
左から：猶木副議長、平野議長、長瀬市長、平井愛知県建
設部長

20
10

10
27

30
10

11
2

11
3

11
1



催
　
し

講
　
座

募
　
集

お
知
ら
せ

相
　
談

健
康
ガ
イ
ド

催
　
し

講
　
座

募
　
集

お
知
ら
せ

相
　
談

健
康
ガ
イ
ド

14「広報北名古屋」平成26年　12月

　
図
書
館　
今
月
の
催
し

౦
ਤ
ॻ
ؗ

○
こ
ど
も
映
画
会

˝
ͱ
͖
ử
12
݄
14
ớ

Ờޕ
ޙ
̎
࣌
Ỗ

˝

໊�

͏
ỳ
͔
Γ
ϖ
ω
ϩ
ϖ

˝
ͱ
͖
ử
12
݄
23
ớ
Ր
ɾ
ॕ
Ờޕ
ޙ
̎
࣌

Ỗ˝

໊�

ϩ
Ϙ
ỽ
π

○
サ
ン
デ
ー
ロ
ー
ド
シ
ョ
ー

˝
ͱ
͖
ử
12
݄
21
ớ

Ờޕ
ޙ
̍
࣌
30


Ỗ˝

໊�

Ϗ
ỿ
ồ
ς
ỹ
ϑ
ϧ
ɾ
Ϛ
Π
ϯ

υ○
紙
芝
居
会

˝
ͱ
͖
ử
12
݄
6
ớ

Ờޕ
ޙ
̎
࣌
Ỗ

○
お
話
会

˝
ͱ
͖
ử
12
݄
20
ớ

Ờޕ
લ
11
࣌
Ỗ


ਤ
ॻ
ؗ

○
冬
休
み
上
映
会

˝
খ
ֶ
ੜ
Ҏ
Լ
ͷ
ํ

͚
ử
12
݄
23


ớ
Ր
ɾ
ॕ
Ờޕ
લ
10
࣌
Ỗ
11
࣌
35


˝
த
ֶ
ੜ
Ҏ
্
ͷ
ํ

͚
ử
12
݄
24


ớ
ਫ
Ờޕ
લ
10
࣌
Ỗ
11
࣌
15


˝
ͱ
͜
Ζ
ử
จ
Խ
ۈ
࿑
ձ
ؗ
ࢹ
ௌ
֮
ࣨ

○
お
話
会

˝
ͱ
͖
ử
12
݄
13
ớ

Ờޕ
લ
11
࣌
Ỗ

˝
問
合
せ
ử
౦
ɾ

ਤ
書
ؗ

　
師
勝
少
年
少
女
合
唱
団

　
　
　
　
第
��
回
定
期
演
奏
会

˝
ͱ
͖
ử
12
݄
21
ớ

Ờޕ
ޙ
2
࣌
Ỗ

ớ
։

⽅
ޕ
ޙ
̍
࣌
30

Ờ̋
ͱ
͜
Ζ
ử
จ

Խ
ۈ
࿑
ձ
ؗ
େ
ϗ
ồ
ϧ
˝
ۂ

ử
΄
ͨ
Δ

͜
͍
ỏ
ࣇ
ಐ
ͷ
ͨ
Ί
ͷ
߹
এ

ۂ
ủ

ͷ

ֆ
ຊ
Ứỏ
߹
এ
ϛ
ỿ
ồ
δ
Χ
ϧ
ủ
α

ϯ

υ
ɾ
Φ
ϒ
ɾ
ϛ
ỿ
ồ
δ
ỽ
Ϋ
Ứ
ଞ
˝
ͦ
ͷ

ଞ
ử
ఱ

ઍ
ܙ
ࢯ
ʹ
Α
Δ
ϰ
Ỹ
Π
Φ
Ϧ
ϯ

Ͱ
໊
ۂ
ͷ
ཱྀ
˝
ೖ


ཧ
݊
ử
ੜ
֔
ֶ
श

課ớ
౦
ி
ࣷ
Ờỏ
จ
Խ
ۈ
࿑
ձ
ؗ
ỏ
౦
ެ
ຽ

ؗ
Ͱ


͠
ͯ
͍
·
͢
Ố
˝
問
合
せ
ử
ࣉ


ὸớ
25
Ờ̎
̓
̎
̑

　
ス
ト
ー
リ
ー
テ
リ
ン
グ

˝
ͱ
͖
ử
12
݄
13
ớ

Ờޕ
ޙ
̎
࣌
30


Ỗ
̏
࣌
˝
ͱ
͜
Ζ
ử
౦
ਤ
書
ؗ
͓

ί
ồ

φ
ồ
˝

༰
ử
ֆ
ຊ

人
ܗ
ͳ
Ͳ


Θ

ͣ
ỏ
Ώ
ỳ
ͨ
Γ
ͱ
ޠ
Γ
͔
͚
Δ
͓

ձ
Ͱ

͢
Ố

૾
ྗ
Λ
͔
͖
ͨ
ͯ
ỏ
৺
Λ
๛
͔
ʹ

͠
·
͢
Ố
˝
ର

ử
5
ࡀ
Ҏ
্

˝
問
合
せ
ử
౦
ਤ
書
ؗ

　
西
春
日
井
地
域
「
福
祉
の
店
」

˝
ͱ
͖
ử
12
݄
17
ớ
ਫ
Ờ
Ỗ
22
ớ
݄
Ờ

ޕ
લ
10
࣌
Ỗ
ޕ
ޙ
̐
࣌
˝
ͱ
͜
Ζ
ử
Ξ
ϐ

λ
໊
ݹ

ۭ
ߓ
ళ
̏
֊
˝

༰
ử

य़


Ҫ

Ҭ
ͷ
ো

ऀ
ࢪ
ઃ
Ͱ
࡞
ỳ
ͨ
ख
ܳ


ỏ
Ֆ


ࡊ
ͷ
බ
ỏ
ಃ
ܳ
࡞

ỏ
ύ
ϯ


Ϋ
ỽ
Ω
ồ
ͳ
Ͳ
ͷ
ൢ
ച
˝
問
合
せ
ử
ඌ

ு
த
෦

ࢱ
ͷ
ై
ὸớ
22
Ờ̍
̍
̎
̏

　
福
祉
の
杜
の
集
い

˝
ͱ
͖�

12
݄
13
ớ

Ờޕ
ޙ
1
࣌
30


Ỗ
4
࣌
˝
ͱ
͜
Ζ�

ඌ
ு
த
෦

ࢱ

ͷ
ై
˝

༰�

ࢪ
ઃ
ͷ
ݟ
ֶ
ỏ
ར
༻
ऀ

ͷ
࡞

ల
ࣔ
ൢ
ച
ỏ
̙
̫
̙
্
ө
ủ

ͷ

ࠃ
͔
Β
ଙ
;
ͨ
Γ
Ỗ
ủ
ࣗ
ด

Ứ
ࣇ
ͷ

ଃ
Γ

ͷ
Ỗ
Ứ
˝
ਃ
ࠐ
Έ
ử
12
݄
11


ớ

Ờ·
Ͱ
ʹ
ඌ
ு
த
෦

ࢱ
ͷ
ై
ὸớ
22
Ờ

̍
̍
̎
̏

Ố

　
も
え
の
丘　
青
空
市
場

˝
ͱ
͖
ử
12
݄
̓
ớ

Ờޕ
લ
̔
࣌
30


Ỗ
ớ
ຖ
݄
ୈ
̍

༵

ʹ
։
࠵
Ờ˞
̍
݄


ୈ
̎

༵
ớ
11

Ờʹ
։
࠵
͠
·
͢
Ố

˝
ͱ
͜
Ζ
ử
૯
߹

ࢱ
η
ϯ
λ
ồ

͑
ͷ

ٰ
౦
ଆ
˝

༰
ử
औ
Ε
ͨ
ͯ
ͷ
৽

ͳ


ࡊ
ͳ
Ͳ
ͷ
ൢ
ചớ
ͳ
͘
ͳ
Γ
࣍
ୈ
ऴ
ྃ
͠

·
͢
Ờ̋
問
合
せ
ử
ࣾ
ձ

ࢱ
ڠ
ٞ
ձ
ຊ

ॴ˞
Ϛ
Π
ό
ỽ
ά
Λ
࣋
ࢀ
͠
ͯ
͘
ͩ
͞
͍
Ố

　
名
古
屋
芸
術
大
学
演
奏
会

˓
ୈ
��
ճ
ࣨ

ָ
ͷ
༦
�

খ
ฤ

ͷ
෦

˝
ͱ
͖
ử
12
݄
16
ớ
Ր
Ờޕ
ޙ
6
࣌
Ỗ

˝
ͱ
͜
Ζ
ử

ా
จ
Խ
খ
ܶ


˓
ୈ
��
ճ
ࣨ

ָ
ͷ
༦
�

େ
ฤ

ͷ
෦

˝
ͱ
͖
ử
12
݄
18
ớ

Ờޕ
ޙ
6
࣌
Ỗ

˝
ͱ
͜
Ζ
ử
໊
ݹ

ܳ
ज़
େ
ֶ
Ի
ָ
ֶ
෦

̏
߸
ؗ
ϗ
ồ
ϧ

˝
ೖ


ཧ
݊
ử
ੜ
֔
ֶ
श
課ớ
౦
ி

ࣷ
Ờỏ
จ
Խ
ۈ
࿑
ձ
ؗ
ỏ
౦
ެ
ຽ
ؗ
Ͱ



͠
ͯ
͍
·
͢
Ố

˝
問
合
せ
ử
ੜ
֔
ֶ
श
課

　
西
図
書
館
ク
リ
ス
マ
ス
会

˝
ͱ
͖
ử
12
݄
20
ớ

Ờޕ
લ
11
࣌
Ỗ
11

࣌
45

˝
ͱ
͜
Ζ
ử
จ
Խ
ۈ
࿑
ձ
ؗ
ձ
ٞ

ࣨ
˝

༰
ử
͓

ͳ
͠
ά
ϧ
ồ
ϓ
ủ
͙
ỽ

ν
Ỿ
Μ
ί
Ứ
ʹ
Α
Δ
େ
ܕ
ࢴ
ࣳ
ډ

ֆ
ຊ

Λ

ỳ
ͨ
ָ
͠
͍
Ϋ
Ϧ
ε
Ϛ
ε
ձ
Λ
։
࠵

͠
·
͢
Ố
˝
ఆ
һ
ử
̍
̎
̌
人ớ
ઌ
ண
ॱ
Ờ

˝
問
合
せ
ử

ਤ
書
ؗ

催
　
し

児ಐセンターきらり　☎（27）3370
ϑΝϛϦー・αϙーτ・センター　☎（22）7601
健康υーム子育てࢧԉ室　☎（22）0212

　市へのご意見・お問い合わせは、市ホームページからお
。せいただくこともできますد
ごҙݟ・お問い合わせઐ༻ϑΥーム
IUUQT�//XXX�DJUZ�LJUBOBHPZB�MH�KQ/JOR/

平成 27年 1月 30日（金）まで

ワークショップ

ྉؗɹಛผలࢿຽଏ࢙ྺ

γϣϫɾΩϡΠδʔψ
ʙ౷ͱֵ৽ͷ৯ΛғΜͰʙʙ౷ͱֵ৽ͷ৯ΛғΜͰʙʙ౷ͱֵ৽ͷ৯ΛғΜͰʙʙ౷ͱֵ৽ͷ৯ΛғΜͰʙʙ౷ͱֵ৽ͷ৯ΛғΜͰʙʙ౷ͱֵ৽ͷ৯ΛғΜͰʙʙ౷ͱֵ৽ͷ৯ΛғΜͰʙʙ౷ͱֵ৽ͷ৯ΛғΜͰʙʙ౷ͱֵ৽ͷ৯ΛғΜͰʙʙ౷ͱֵ৽ͷ৯ΛғΜͰʙʙ౷ͱֵ৽ͷ৯ΛғΜͰʙʙ౷ͱֵ৽ͷ৯ΛғΜͰʙʙ౷ͱֵ৽ͷ৯ΛғΜͰʙʙ౷ͱֵ৽ͷ৯ΛғΜͰʙʙ౷ͱֵ৽ͷ৯ΛғΜͰʙ

ϑʔυফ͠ΰϜͭ͘Γ
ͱ　͖　12 月 7 日（日）
ޙޕ　　　　 1 時 30 分～ 3 時
　༰　೪土ফしΰムを使って、食

べものの形のオリジφルফ
しΰムを࡞ります。

定　һ　20 人
　　　　（当日先ணॱ、申込み不要）
問合せ　ྺ࢙民ଏࢿ料館
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市役所西庁舎・東庁舎、東庁舎分館　☎（22）1111
　（※西庁舎分館は建替え工事中です）
文化勤労会館　☎（25）5111
東公民館　☎（22）4560
東図書館・歴史民俗資料館　☎（25）3600
西図書館　☎（25）6406

し
　
催

健康ドーム　☎（23）7006
総合体育館　☎（24）0661
保健センター　☎（23）4000
総合福祉センターもえの丘　☎（26）2888
東子育て支援センター　☎（26）7763
西子育て支援センター　☎（25）5155
北子育て支援センター　☎（22）5517
南子育て支援センター　☎（22）5677

公共施設等の連絡先

　体験すること。これが一番の学びです。
　子どもの主体的な学びと自立を促す「ものづくり」をきっ
かけに、親子や友達同士と一緒に参加しながら、心の成長
に大切な「思い出づくり」をしませんか。
と　き　12月 14日（日）午前 10時～午後 3時
　　　　※正午～午後 1時は休憩時間です。
ところ　文化勤労会館　小ホール

対　象　幼児～大人　※ガラス彫刻は小学生以上
申込み　電話でＮＰＯ法人アット・ユア・ホームひよコッコ

（代表：山崎晃代）☎（22）7212 へ。託児（無料）もあ
ります。

※定員に達し次第、受付を終了します。定員に達していな
い場合は、当日参加もできます。

　地域の価値を再発見し、つながりをつくり出すための
プロジェクト「土と人のデザインプロジェクト」が名古屋
芸術大学デザイン学部学生有志によって行われています。
その一貫として、地域の方々をお招きしてイベントを行
います。
　事前申し込みは不要で、どなたでもご自由に参加して
頂けますので、ぜひお気軽に足をお運び下さい。

と　き　12月 7日（日）午後 4時 30分～
ところ　徳重名古屋芸大駅西側・ビジネスホテル徳重跡地
内　容　プロジェクトメンバーによって制作された地域

の映像の上映や、地域の食材を使い作られた軽
食を食べながらの交流会など

問合せ　水内智英（名古屋芸術大学デザイン学部講師）
　　　　☎（24）0350（内線 477）、
　　　　メールアドレス　mizuuchi@nua.ac.jp

開催時間

無料
600円

500円
300円
250円
300円

紙とんぼ

新聞えんぴつ
ジェルキャンドル

ガラス彫刻

粘土キャンドル
もこもこモール
キューブキャンドル

内　容
無料
参加費

午前 10時～正午
午前 10時～正午
午前 10時～午後 3時
午前 10時～午後 3時
午前 10時～午後 3時
午後 1時～午後 3時
午後 1時～午後 3時

～　たった一つの宝もの　～

ものづくり体験教室で、
　みんなで一緒に思い出づくり！

市民協働推進事業補助金採択事業市民協働推進事業補助金採択事業

北名古屋市の価値発掘と
　　　　　つながりの醸成

土と人のデザインプロジェクト 2014
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Μ
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ඒ
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˝
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せ
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講
　
座

12月 10日（水）～
平成27年１月10日（土）

青
少
年
の
非
行
・

　被
害
防
止
に
取
り
組
む

　
　県
民
運
動
冬
期
強
調
期
間

非
行
の
芽

　は
や
め
に
つ
も
う

　
　
　
　
　
　
　
　み
な
我
が
子

募
　
集

お
知
ら
せ
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た
し
ま
き
だ
た
い
を
付
寄

　
　

た
し
ま
い
ざ
ご
う
と
が
り
あ

付
寄
税
納
と
さ
る
ふ
○

　
　
　
　
　様
　司
昇
　山
片
　

1

円
万

　
　
　
　
　様
　隆
将
　玉
児
　

1

円
万

方
の
名
匿
　

2

計
　
　
　り
よ
人

2

円
万

▼

せ
合
問

=
課
政
財

付
寄
般
一
○

　様
　会
科
分
形
人
会
工
商
市
　

11

円
万

▼

せ
合
問

=

課
政
農
工
商

　

（付
納
・
税
納
の
月
今

12

）
月

期
３
第
　税
画
計
市
都
・
税
産
資
定
固
○

期
７
第
　
　
　
　
　税
険
保
康
健
民
国
○

期
５
第
　
　
　
　
　
　
　料
険
保
護
介
○

期
６
第
　
　料
険
保
療
医
者
齢
高
期
後
○▼

限
期
納

12
月
25

）
木
（日

で
利
便
、
は
に
付
納
・
税
納
の
等
税
市
　

。
い
さ
だ
く
用
利
ご
を
替
振
座
口
な
実
確

な
と
降
以
末
月
翌
の
日
請
申
は
し
落
引
※

▼
。
す
ま
り

せ
合
問

=

課
納
収

　

料
用
利
ブ
ラ
ク
童
児
・
料
育
保

　
　
　
　
　
　
　

《替
振

12

》
分
月

確
の
額
金
貯
預
、
う
よ
る
き
で
が
替
振
　

。
す
ま
し
い
願
お
を
認▼

日
替
振

12
月
5

▼）
金
（日

せ
合
問

課
童
児

　

動
運
つ
さ
い
あ
な
気
元
く
る
明

委
導
補
年
少
、
は
で
議
会
成
育
年
少
青
　

み
の
徒
生
童
児
る
す
校
登
、
り
回
に
番
順

で
点
差
交
の
辺
周
校
学
や
門
校
に
ん
さ
な

　
12

、
は
月

9

・
校
学
小
勝
師
に）
火
（日

、
校
学
中
勝
師

11

校
学
小
島
栗
に）
木
（日

く
る
明
。
す
ま
り
あ
が
動
運
つ
さ
い
あ
で

日
１
な
か
や
わ
さ
、
で
つ
さ
い
あ
な
気
元

、
は
と
こ
る
す
を
け
掛
声
や
つ
さ
い
あ
　

犯
、
し
上
向
が
識
意
帯
連
る
け
お
に
域
地

。
す
ま
き
で
待
期
も
果
効
る
す
止
抑
を
罪

童
児
の
校
下
登
、
も
ん
さ
な
み
の
域
地
　

わ
さ
、
け
向
を
し
ざ
な
ま
な
か
温
へ
徒
生

。
す
ま
し
い
願
お
を
つ
さ
い
あ
な
か
や

せ
合
問
▼

　

　
　
　
　

は
く
し
も
、
ら
が
な
り
喋
で
話
電
帯
携
　

た
い
歩
ら
が
な
き
聴
を
楽
音
で
ン
ホ
ヤ
イ

。
か
ん

薄
い
な
少
の
り
通
人
、
と
う
よ
し
道
近
　

。
か
ん
せ
ま
い
で
ん
選
を
道
い
暗

、
め
た
い
早
が
の
る
な
く
暗
、
は
場
冬
　

き
で
ら
か
頃
日
、
う
よ
い
な
わ
遭
に
害
被▼

せ
合
問

　

る
係
に
害
災　

　
　

て
い
つ
に
等
信
発
報
情

締
を
」
定
協
る
す
関
に
等
信
発
報
情
る
係

。
す
ま
い
て
し
結

な
み
の
民
市
、
時
害
災
、
は
定
協
の
こ
　

る
す
供
提
に
速
迅
を
報
情
な
要
必
に
ん
さ

を
と
こ
う
行
を
み
組
り
取
な
ま
ざ
ま
さ
て

。
す
ま
い
て
し
と
的
目

容
内
な
主
の
み
組
り
取

う
よ
る
き
で
覧
閲
、
し
載
掲
に
上
ス
ビ

。
る
す
に

平
、
を
報
情
災
防
の
等
所
難
避
の
内
市
○

。
る
す
知
周
く
広
、
し

緊
の
等
示
指
難
避
、
告
勧
難
避
の
内
市
○

。
る
す
知
周
く
広
、
し

ラ
、
況
状
害
被
の
内
市
の
時
生
発
害
災
○

所
難
避
、
報
情
る
す
関
に
ン
イ
ラ
フ
イ

。
る
す
知
周
く

援
救
要
必
る
け
お
に
等
所
難
避
の
内
市
○

。
る
す
知
周
く
広
、
し
載
掲
に
上
ス

。
る
す
信
発
を

▼

せ
合
問

　

に
」
動
運
灯
一
戸
一
「

　
　
　
　
　

か
ん
せ
ま
し
加
参

暗
、
は
く
多
の
罪
犯
る
す
生
発
で
上
路
　

い
な
い
て
し
灯
点
の
ど
な
灯
門
や
路
道
い

。
す
ま
い
て
し
生
発
で
近
付
宅
住
い
暗
薄

や
灯
門
、
も
に
め
た
の
犯
防
の
家
の
ら
自

に
路
道
、
り
た
し
灯
点
で
ま
朝
を
灯
関
玄

す
灯
点
で
ま
く
遅
を
り
灯
の
屋
部
た
し
面

。
か
ん
せ
ま
め
始
を」
動
運
灯
一
戸
一
「る

」
点
「の
つ
と
ひ
の
灯
明
照
の
ん
さ
な
み
　

、
り
な
と
」
面
「
り
よ
に
携
連
の
域
地、
は

な
心
安
・
全
安
、
し
く
る
明
を
体
全
域
地

で
全
安
。
す
ま
り
が
な
つ
に
り
く
づ
ち
ま

、
ひ
ぜ
、
に
め
た
の
り
く
づ
り
ま
な
心
安

。
い
さ
だ
く
力
協
ご
に
」
動
運
灯
一
戸
一
「▼

せ
合
問

せ
ら
知
お
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へ
方
の
者
給
受
療
医
祉
福

　

を
出
届
は
に
き
と
な
ん
こ

者
険
保
被
（証
険
保
康
健
で
ど
な
職
転
○

更
変
に
容
内
の）
証
員
合
組
は
た
ま
証

き
と

き
と
た

者
象
対
▼

・子
母
は
た
ま
（等
庭
家
子
母、
）
む
含
を
院

費
療
医
祉
福
者
齢
高
期
後
、）
庭
家
子
父

方
の
ち
持
お
を
証
者
給
受

物
ち
持
▼

証
険
保
康
健

給
受
は
き
と
る
す
診
受
で
等
関
機
療
医
※

、
た
ま
。
い
さ
だ
く
て
し
示
提
を
証
者

更
変
に
証
険
保
康
健
び
よ
お
証
者
給
受

。
い
さ
だ

せ
合
問
▼

　

で
告
申
定
確

　
　

に
き
と
る
す
を
除
控
費
療
医成

平
　

26

で
告
申
定
確
の
税
得
所
の
分
年

に
書
告
申
、
に
き
と
る
す
を
除
控
費
療
医

務
税
て
し
付
添
を
書
収
領
の
で
関
機
療
医

る
す）
合
場
る
よ
に
ど
な
送
郵
（出
提
へ
署

書
収
領
に
際
の
請
申
の
費
養
療
額
高
、
と

。
す
ま
り
な
く
な
き
で
意
用
を

、
は
方
う
行
を
除
控
費
療
医、
め
た
の
そ
　

を
請
申
の
費
養
療
額
高
に
前
の
告
申
定
確

返
の
書
収
領
に
際
の
告
申
定
確
、
か
る
す

。
い
さ
だ
く
て
出
し
申
を
還

に
特
　

11
・
12

高
の
分
た
し
診
受
に
中
月

告
申
定
確
、
が
内
案
の
請
申
の
費
養
療
額

だ
く
意
注
ご
で
の
す
ま
り
な
重
と
期
時
の

。
い
さ

せ
合
問
▼

　

て
い
つ
に
間
時
す
出
を
物
源
資

集
源
資
、
は）
ど
な
缶
・
ん
び
（物
源
資
　

間
時
い
な
ら
な
に
惑
迷
の
方
の
辺
周
所
積

。
い
さ
だ
く
力
協
ご
う
よ
す
出
に
帯

せ
合
問
▼

　

て
い
つ
に
舗
店
売
販
の
袋
み
ご

売
販
の
袋
み
ご
の
定
指
市
で
舗
店
の
次
　

。
た
し
ま
し
止
中
を

郷
之
中
屋
古
名
北
ン
ブ
レ
イ
‐
ン
ブ
セ
○

店
辻
四

せ
合
問
▼

　

に
子
迷
が
犬
い
飼

　
　
　
　

に
め
た
い
な
ら
な

ま
い
て
れ
ら
せ
寄
く
多
が
せ
わ
合
い
問
う

不
の
主
い
飼
、
は
因
原
る
な
に
子
迷
。
す

。
す
で
ど
ん
と
ほ
が
の
も
る
よ
に
意
注

が
具
器
留
い
け
「、
て
し
と
由
理
な
主
　

の
宅
自
で
ど
な
犬
内
室
「」
た
れ
離
ら
か

飼
し
放
で
内
地
敷
「」
た
い
て
い
開
が
扉

な
」
た
い
て
い
開
が
扉
門
て
い
て
し
に
い

大
ど
な
雷
、
に
特
。
す
ま
れ
ら
げ
あ
が
ど

ま
し
て
し
出
げ
逃
に
き
と
た
し
が
音
な
き

。
す
で
い
多
が
と
こ
う

、
に
め
た
い
な
ら
な
に
子
迷
が
犬
い
飼
　

常
、
し
用
使
を
具
器
留
い
け
た
し
適
に
犬

射
注
防
予
病
犬
狂
と
録
登
、
は
犬
い
飼
　

を
票
済
射
注
と
札
鑑
に
等
輪
首
、
い
行
を

ま
い
て
れ
ら
け
づ
務
義
が
と
こ
る
け
つ

。
う

さ
だ
く
て
し
出
提
を
届
れ
ぞ
れ
そ
に
急
早

。
い

心
を
け
つ
し
と
り
配
気
の
へ
所
近
ご
、
り

せ
合
問
▼

78
）

。
へ
５
９
５
２

公共施設利用抽選会
施設名 と　き ところ

 文化勤労会館
 大ホール（平成27年7月分）

 平成27年1月6日（火）受付 : 午前８時35分～  文化勤労会館 エントランスホール 大ホール以外（平成27年3月分）
 展示室・展示コーナー（平成27年4月分）

 東公民館（平成27年3月分）  平成27年1月6日（火）受付 : 午前８時50分～  東公民館 視聴覚室

せ
ら
知
お

関
　谷
　道
　德
　様
　 

　
　
　
　

）
野
分
健
保
校
学
（

に
績
功
た
れ
さ
力
尽
年
永

　
　
　
　

彰
表
る
あ
え
栄

彰
表
臣
大
学
科
部
文

せ
合
問

　

課
育
教
校
学
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12
月
31
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ઃར༻நબձ・ฏ成���݄ࢪڞެ
施ઃ໊ ͱ　͖ ͱ͜Ζ උߟ

 ೋ子ςχείーτ  12月6日（土）ޕલ８時40分～  ૯合体ҭ館 ଟతホール
受付は֤நબ会の
։࢝લ10分間です。

 市ຽάϥンυ・தֶߍάϥンυ（ࢣউ・
間র໌（ߍ西य़・ന・ఱਆதֶ・ݪ܇  12月13日（土）ޕલ8時40分～  ૯合体ҭ館 େ・খ会ٞ室

施ઃ（ମ育ؗ・ςχείーτ）ߍֶ   12月13日（土）ޕલ9時40分～  ૯合体ҭ館 େ・খ会ٞ室

西ඎౡܯॺௐ
گੜঢ়ൃނ内のަ௨事ࢢ

西ඎౡܯॺௐ

گ内の౪൜ൃੜঢ়ࢢگ内の౪൜ൃੜঢ়ࢢ

৵ ೖ ౪
  ౪
ඇ৵ೖ౪
৵入౪ � ۭき、び込み等
物౪ � 自転 ・ं自ಈ ・ंオートバイ౪
ඇ৵入౪ � ं上Ͷらい、෦Ͷらい、
　　　　  ͻったくり等

16 ݅
26 ݅
37 ݅

����݄ ܭ�ྦྷ
153 ݅
 234 ݅
379 ݅

ฏ成��

人身事ނはࢮ事ނをؚむ。

��� ݄ ܭ�ྦྷ

ނࣄࢮ

ਓނࣄ

ଛނࣄ

1 ݅ 4 ݅
1 人 4 人

45 ݅ 494 ݅
51 人 622 人

189 ݅ 1,839 ݅

ฏ成��

お
知
ら
せ

市
の
功
労
者
に

　
　表
彰
状
を
授
与

　市
は
、
各
分
野
で
行
政
の
発

展
に
ご
尽
力
い
た
だ
い
た
方
を

表
彰
し
ま
し
た
。

　受
賞
さ
れ
た
の
は
、
次
の
み

な
さ
ん
で
す
。

功
績
者
表
彰

柳
　井
　守
　隆
　様

　
　（元
自
治
会
長
）

吉
　崎
　美
保
子
　様

（
元
母
子
寡
婦
福
祉
協
議
会
会
長
）

中
　島
　英
　雄
　様

　
　
　
　
　
　 （
元
校
医・園
医
）

中
　山
　金
　一
　様

　
　
　
　（元
消
防
団
長
）

森
　
　
　健
　策
　様

　
　
　（元
交
通
安
全
協
会
役
員
）

山
　下
　錦
　司
　様

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（寄
付
）

自
治
功
労
者
表
彰

渡
　邉
　紘
　三
　様

（
元
市
議
会
議
員
）

山
　田
　金
　紀
　様

（
元
市
議
会
議
員
）

天
　野
　
　
　明
　様

（
元
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長
）

天
　野
　省
　吾
　様

　       （
元
固
定
資
産
評
価
審
査

委
員
会
委
員
長
）
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 11 月１日ࡏݱ

໊ݹࢢの人ޱ

83,722 人    （ʴ41）

42,094 人    （ʴ10）

41,628 人    （ʴ31）

૯ਓޱ

உ　ੑ

ঁ　ੑ

ੈଳ数 34,462 ੈଳ   （ʴ48）

（　）内はલ月からの૿ݮ
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֤種相談をごར用ください。ৄしくは、֤窓口へ。

相 談 名 と　き 	 祝日はআく 
 と ͜ Ζ 相 談 һ 問 合 せ
Ոఉ・児ಐ相談  月～金༵日 8�30 ～ 17�00 Ոఉࢧԉ՝

（東ிࣷ分館） 市の相談һ

Ոఉࢧԉ՝母子・子ཱࣗࢧԉ相談  月～金༵日 9�00 ～ 17�00 Ոఉࢧԉ՝
（東ிࣷ分館）

市の母子・子自
ԉһࢧཱ

੨গ年相談
※ి話での相談可  月～金༵日 9�00 ～ 17�00 青গ年センター

（東ிࣷ分館）
青গ年センター
指ಋһ

心োऀ相談
※ి話での相談可  12月9日（火） 10�00 ～ 12�00 市民相談室

（東ிࣷ）
身体障害者相談һ
త障害者相談һ ࣾ会ࢱ՝

๏相談
（1につき30分）
※予約制　12月1日（月）
　から受付։࢝

 12月11日（木）・25日（木）、
 1月8日（木） 9�00 ～ 12�00

૯合ࢱセンター 
もえのٰ相談室

ห࢜ޢ

ࣾ会ٞڠࢱ会本所
☎（25）8500

相談および࢜๏書࢘※
心配ごと相談につい
ては、受付期間に予約
が入らなかった場合
は։࠵しません。

 12月18日（木）
 9�00 ～ 12�00

ࣾ会ٞڠࢱ会本所
相談室

相談࢜๏書࢘
（1につき50分）
※予約制　12月1日（月）
　から受付։࢝

 1月6日（火） 13�00 ～ 16�00
 受付：12月1日（月）～ 25日（木）
 ※12月は実施しません。

ࣾ会ٞڠࢱ会本所
相談室 ࢜๏書࢘

ϘϥンςΟΞ相談  12月17日（水）13�30 ～ 15�30
૯合ࢱセンター 
も え の ٰ ボ ラ ン
テΟアઐ用室

ボランテΟア׆
ಈ実ફ者Ŋ ࣾ会
会৬һٞڠࢱ

心ごと相談
(1につき50分）  12月は実施しません。 ࣾ会ٞڠࢱ会本所  

相談室 ࣾ会保ݥ࿑務࢜等

ෆಈ࢈औҾのΈごと相談  12月18日（木）13�00 ～ 16�00 ࣾ会ٞڠࢱ会本所  
相談室

Ѫݝ宅ݐ物
औҾ業ڠ会会һ

ফඅ生׆相談（ফඅऀτϥ
ϒϧ・ଟॏ࠴務）

※ۙྡ市ொの相談૭口ར
༻できます

 北名古屋市  ຖि水・木༵日
 13�30 ～ 16�30

ミーテΟンάルーム
（東ிࣷ）

ফ費生׆ઐ相談һ
※ి話での相談可 ՝

 清須市

 ຖ月ୈ1 ～ 4火༵日 
 13�30 ～ 16�30

清須市所本ிࣷ
相談室

ফ費生׆ઐ相談һ
※ి話での相談可

清須市所 ࢈業՝
☎052（400）2911

 12月10日（水） 
 18�00 ～ 20�00 清ऱ市民センター

࢜๏書࢘
 12月27日（土） 
 10�00 ～ 12�00

清須市所本ிࣷ
相談室

 豊山町  12月10日（水） 
 13�00 ～ 15�00 豊山町場会ٞ室 3 ফ費生׆相談һ

※ి話での相談可
豊山町場 市計ը՝
☎（28）2463

・相談ۀ৬ڙ人情報ఏٻ
৬ۀ紹介  月～金༵日 9�00 ～ 17�00 ࣾ会ٞڠࢱ会本所

Ҭ৬業相談室
৬業相談һ（Ҭ
৬業相談室担当）

北名古屋市Ҭ৬業相
談室　☎（24）8689

ຽ年ۚ相談ࠃ
※年金手帳を持参してください  月～金༵日 8�30 ～ 17�00 保医療՝ࠃ

（東・西ிࣷ） 市৬һ 保医療՝（東・西ிࣷ）ࠃ

உঁڞಉࢀըを્する　
の相談ར৵ݖ
※予約制

 月～金༵日 8�30 ～ 17�00 市民׆ಈਪਐ՝
（西ிࣷ）

உঁڞ同参ը相
談һ（ห࢜ޢ、େ
学教त）

市民׆ಈਪਐ՝

広ௌ相談（行Ұൠ）
※予約制  月～金༵日 9�00 ～ 17�00 会ٞ室等（西ிࣷ） 市৬һ 人事ൿ書՝
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名 称 実 施 日 時 間 対 象 ・ 詳 細
母子健康手帳
発行

4か月児健診

１０か月児健診

1 歳 6 か 月 児
健診
※歯を磨いてきて

ください。
2歳児むし歯
予防教室
※歯を磨いてきて

ください。

2歳6か月児む
し歯予防教室
※歯を磨いてきて

ください。

3歳児健診
※歯を磨いてきて

ください。

育児相談・
栄養相談
母乳相談

（予約制）
発達相談

（予約制）

12月3日（水）・17（水）
・24（水）

12月12日（金）

12月10日（水）

5月1日～20日生まれ
12月2日（火）
5月21日～6月10日生まれ
12月16日（火）
12月4日（木）

12月18日（木）

11月11日～30日生まれ
12月11日（木）
12月1日～20日生まれ
12月25日（木）

12月10日（水）

12月10日（水）

12月12日（金）・17日（水）

10：00～10：30
  受付9：40～9：55

受付12：45～13：30
　番号札配布12：30～

受付12：45～13：30
　番号札配布12：30～

受付12：45～13：30
　番号札配布12：30～

受付9：15～10：00

受付9：15～10：00

受付12：45～13：30
　番号札配布12：30～

受付9：3０～11：00

受付9：3０～11：00
　
受付9：3０～11：00

持ち物：妊娠届出書、ボールペン
内　容：母子手帳等の使い方や妊娠中の過ごし方などの説明
※実施日に参加できない方は保健センターへご連絡ください。
対　象：平成26年8月1日～20日生まれの子
持ち物：母子健康手帳、すこやか手帳の4か月児健診問診票、

バスタオル
内　容：健診、離乳食の話
対　象：平成26年2月1日～20日生まれの子
持ち物：母子健康手帳、すこやか手帳の10か月児健診問診票、

バスタオル
内　容：健診、離乳食の話、歯の話、ブックスタート（絵本の

読み聞かせ）
対　象：平成25年5月1日～6月10日生まれの子
持ち物：母子健康手帳、すこやか手帳の1歳6か月児健診問診票、

歯ブラシ、タオル
内　容：健診、歯科健診、フッ化物塗布、親子遊び
対　象：平成24年11月生まれの子
持ち物：母子健康手帳、すこやか手帳の2歳児むし歯予防教室

問診票、歯ブラシ2本、タオル
内　容：むし歯予防の話、歯科健診、染め出し、フッ化物塗布、

個別相談
対　象：平成24年6月生まれの子
持ち物：母子健康手帳、すこやか手帳の2歳6か月児むし歯予防

教室問診票、歯ブラシ2本、タオル
内　容：むし歯予防の話、歯科健診、染め出し、フッ化物塗布、

個別相談
対　象：平成23年11月11日～12月20日生まれの子
持ち物：母子健康手帳、すこやか手帳の３歳児健診問診票、視

力・聴力検査アンケート、歯ブラシ、タオル
内　容：健診、尿検査、歯科健診、フッ化物塗布、親子遊び
※視力・聴力の検査は自宅で行ってきてください。
※当日、会場で尿検査を行います。
持ち物：母子健康手帳
内　容：身体計測、個別相談
持ち物：母子健康手帳

持ち物：母子健康手帳

お 知 ら せ

成人保健事業
名 称 実 施 日 時 間 対 象 ・ 詳 細

成人健康相談・
心の健康相談

13：30～15：30 持ち物：健康手帳、健康診断結果票（お持ちの方のみ）
内　容：健康相談、栄養相談、心の相談、血圧測定、尿検査

12月19日（金）

母子保健事業

※乳幼児健診・むし歯予防教室は、1時間30分～2時間ほどかかります。

　対象となる方で、実施日に水ぼうそうや手足口病など、集団感染しやすい
病気にかかっている方やかかっている恐れのある方は、保健センターまでご
連絡ください。

一般不妊治療費を助成します
　対　象　申請時点で夫または妻が市内に住所を有する方
　対象期間　平成 26 年 3 月～平成 27 年 2 月の診療分
　※１回の妊娠について、継続している治療に対して申請

ができます（最長 24 か月間）。
　助成額　自己負担額の 2 分の 1（1 年度につき 5 万円上限、

1,000 円未満は切り捨て）
　必要書類　〇一般不妊治療費助成金交付申請書（保健セン

ターの窓口で配布または市のホームページより
ダウンロードできます）〇一般不妊治療受診等
証明書〇申請する治療に係る領収書〇同意書

　※同意書を提出いただけない場合は、「婚姻の事実を証明
する書類（戸籍謄本）」、「住民票」が必要です。転入の時期
によっては夫および妻の所得額を証明する書類が必要な
場合もあります（所得制限はないが、事務手続き上必要）。

　申請期日　平成 27 年 3 月 31 日（火）

高齢者インフルエンザ予防接種
　対　象　市内在住の満 65 歳以上の方。または満 60 歳か

ら 65 歳未満で心臓、じん臓、呼吸器または免疫機
能障害を有し、身体障害者手帳 1 級をお持ちの方

　接種期間　平成 27 年 1 月 31 日（土）まで
　接種費用　1,000 円
　接種回数　1 回（要予約）

子どものインフルエンザ予防接種費補助
　対　象　1 歳～中学 3 年生の方
　補助期間　平成 27 年 1 月 31 日（土）まで
　補助金額　1 回につき 1,000 円
　補助回数　○1 歳～ 12 歳の方は 2 回まで
　　　　　　○13 歳～中学 3 年生の方は 1 回
　実施方法　市内の指定医療機関で接種してください。その

場で接種費用から補助金額を控除します。

問合せ　保健センター

　指定医療機関以外で予防接種を受けた場合
　　　高齢者インフルエンザまたは子どもインフルエンザ

予防接種を 10 月 15 日以降に指定医療機関以外で受

　申請に必要なもの
　　○予診票（コピー可・高齢者インフルエンザのみ）
　　○領収書（インフルエンザ予防接種料金がわかるもの）
　　○振込先の口座番号のわかるもの（預金通帳など）
　　○印かん

けた方に補助金を交付
します。お早めに保健
センターへ申請してく
ださい。

編集発行　北名古屋市役所総務部人事秘書課　〒481-8531　愛知県北名古屋市西之保清水田15
☎0568（22）1111　ＦＡＸ 0568（25）1800　ホームページ http://www.city.kitanagoya.lg.jp/

※外科の受付時間は、各医療機関によって異なりますので、あらかじめお電話でお問い合わせください。

救急病院をご紹介します「救急医療情報センター」☎（81）1133

日曜日、祝日に
　急病人が出たときは・・・休日診療

母子保健事業・成人保健事業の会場は、すべて健康ドームです。
お問い合わせは、保健センター☎（23）4000 へ。

※変更になる場合があります

西部休日急病診療所　清須市西枇杷島町花咲８4
 ☎052（503）8277   

内科・小児科
東部休日急病診療所　北名古屋市九之坪白山３９  
☎（23）0122 受付時間（9：30～１１：３０／13：00～16：30）

西春駅

←

白山

健康ドーム
東部休日急病診療所東部休日急病診療所

東部休日急病診療所担当医
安藤クリニック
ようていファミリークリニック
山田クリニック
さはし内科クリニック
師勝クリニック
なるみやクリニック
末沢医院
とよ山内科クリニック
湯浅医院
田中クリニック
光寿会リハビリ―テーション病院

12/7（日）
14（日）
21（日）
23（火）
28（日）
30（火）
31（水）

1/1（木）
2（金）
3（土）
4（日）

外科 歯科
受付時間 ※（10：00～17：00） （9：30～11：30）

外 科 歯 科 所在地所在地と　き

安田クリニック
☎（26）2020

済衆館病院
☎（21）0811

西春整形外科
☎（21）5521

新居外科
☎（23）2200

済衆館病院
☎（21）0811

ゆたかクリニック
☎052（408）0171

済衆館病院
☎（21）0811

師勝整形外科
☎（23）4181

きとう医院
☎052（400）7211

ゆたかクリニック
☎052（408）0171

杉山医院
☎（28）1181

北名古屋市
九之坪
北名古屋市
鹿田
北名古屋市
西之保
北名古屋市
井瀬木
北名古屋市
鹿田

清須市
春日
北名古屋市
鹿田
北名古屋市
鹿田
清須市
寺野
清須市
春日
豊山町
豊場

水谷歯科医院
☎052（501）1390

西春歯科
☎（23）9511

石田歯科
☎052（401）8088

水野歯科医院
☎（23）2345

ごとう歯科
☎052（400）8603

みえき歯科
☎（25）8020

はやし歯科
☎052（409）8888

フカオ歯科医院
☎052（400）8762

水野歯科医院
☎（23）2345

寺町歯科医院
☎（28）2818

深見歯科医院
☎052（409）2877

豊山歯科クリニック
☎（28）6480

清須市
西枇杷島町
北名古屋市
鹿田
清須市
阿原
北名古屋市
片場
清須市
土器野
北名古屋市
高田寺
清須市
東須ケ口
清須市
土器野
北名古屋市
片場
豊山町
豊場
清須市
土器野
豊山町
青山
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名 称 実 施 日 時 間 対 象 ・ 詳 細
母子健康手帳
発行

4か月児健診

１０か月児健診

1 歳 6 か 月 児
健診
※歯を磨いてきて

ください。
2歳児むし歯
予防教室
※歯を磨いてきて

ください。

2歳6か月児む
し歯予防教室
※歯を磨いてきて

ください。

3歳児健診
※歯を磨いてきて

ください。

育児相談・
栄養相談
母乳相談

（予約制）
発達相談

（予約制）

12月3日（水）・17（水）
・24（水）

12月12日（金）

12月10日（水）

5月1日～20日生まれ
12月2日（火）
5月21日～6月10日生まれ
12月16日（火）
12月4日（木）

12月18日（木）

11月11日～30日生まれ
12月11日（木）
12月1日～20日生まれ
12月25日（木）

12月10日（水）

12月10日（水）

12月12日（金）・17日（水）

10：00～10：30
  受付9：40～9：55

受付12：45～13：30
　番号札配布12：30～

受付12：45～13：30
　番号札配布12：30～

受付12：45～13：30
　番号札配布12：30～

受付9：15～10：00

受付9：15～10：00

受付12：45～13：30
　番号札配布12：30～

受付9：3０～11：00

受付9：3０～11：00
　
受付9：3０～11：00

持ち物：妊娠届出書、ボールペン
内　容：母子手帳等の使い方や妊娠中の過ごし方などの説明
※実施日に参加できない方は保健センターへご連絡ください。
対　象：平成26年8月1日～20日生まれの子
持ち物：母子健康手帳、すこやか手帳の4か月児健診問診票、

バスタオル
内　容：健診、離乳食の話
対　象：平成26年2月1日～20日生まれの子
持ち物：母子健康手帳、すこやか手帳の10か月児健診問診票、

バスタオル
内　容：健診、離乳食の話、歯の話、ブックスタート（絵本の

読み聞かせ）
対　象：平成25年5月1日～6月10日生まれの子
持ち物：母子健康手帳、すこやか手帳の1歳6か月児健診問診票、

歯ブラシ、タオル
内　容：健診、歯科健診、フッ化物塗布、親子遊び
対　象：平成24年11月生まれの子
持ち物：母子健康手帳、すこやか手帳の2歳児むし歯予防教室

問診票、歯ブラシ2本、タオル
内　容：むし歯予防の話、歯科健診、染め出し、フッ化物塗布、

個別相談
対　象：平成24年6月生まれの子
持ち物：母子健康手帳、すこやか手帳の2歳6か月児むし歯予防

教室問診票、歯ブラシ2本、タオル
内　容：むし歯予防の話、歯科健診、染め出し、フッ化物塗布、

個別相談
対　象：平成23年11月11日～12月20日生まれの子
持ち物：母子健康手帳、すこやか手帳の３歳児健診問診票、視

力・聴力検査アンケート、歯ブラシ、タオル
内　容：健診、尿検査、歯科健診、フッ化物塗布、親子遊び
※視力・聴力の検査は自宅で行ってきてください。
※当日、会場で尿検査を行います。
持ち物：母子健康手帳
内　容：身体計測、個別相談
持ち物：母子健康手帳

持ち物：母子健康手帳

お 知 ら せ

成人保健事業
名 称 実 施 日 時 間 対 象 ・ 詳 細

成人健康相談・
心の健康相談

13：30～15：30 持ち物：健康手帳、健康診断結果票（お持ちの方のみ）
内　容：健康相談、栄養相談、心の相談、血圧測定、尿検査

12月19日（金）

母子保健事業

※乳幼児健診・むし歯予防教室は、1時間30分～2時間ほどかかります。

　対象となる方で、実施日に水ぼうそうや手足口病など、集団感染しやすい
病気にかかっている方やかかっている恐れのある方は、保健センターまでご
連絡ください。

一般不妊治療費を助成します
　対　象　申請時点で夫または妻が市内に住所を有する方
　対象期間　平成 26 年 3 月～平成 27 年 2 月の診療分
　※１回の妊娠について、継続している治療に対して申請

ができます（最長 24 か月間）。
　助成額　自己負担額の 2 分の 1（1 年度につき 5 万円上限、

1,000 円未満は切り捨て）
　必要書類　〇一般不妊治療費助成金交付申請書（保健セン

ターの窓口で配布または市のホームページより
ダウンロードできます）〇一般不妊治療受診等
証明書〇申請する治療に係る領収書〇同意書

　※同意書を提出いただけない場合は、「婚姻の事実を証明
する書類（戸籍謄本）」、「住民票」が必要です。転入の時期
によっては夫および妻の所得額を証明する書類が必要な
場合もあります（所得制限はないが、事務手続き上必要）。

　申請期日　平成 27 年 3 月 31 日（火）

高齢者インフルエンザ予防接種
　対　象　市内在住の満 65 歳以上の方。または満 60 歳か

ら 65 歳未満で心臓、じん臓、呼吸器または免疫機
能障害を有し、身体障害者手帳 1 級をお持ちの方

　接種期間　平成 27 年 1 月 31 日（土）まで
　接種費用　1,000 円
　接種回数　1 回（要予約）

子どものインフルエンザ予防接種費補助
　対　象　1 歳～中学 3 年生の方
　補助期間　平成 27 年 1 月 31 日（土）まで
　補助金額　1 回につき 1,000 円
　補助回数　○1 歳～ 12 歳の方は 2 回まで
　　　　　　○13 歳～中学 3 年生の方は 1 回
　実施方法　市内の指定医療機関で接種してください。その

場で接種費用から補助金額を控除します。

問合せ　保健センター

　指定医療機関以外で予防接種を受けた場合
　　　高齢者インフルエンザまたは子どもインフルエンザ

予防接種を 10 月 15 日以降に指定医療機関以外で受

　申請に必要なもの
　　○予診票（コピー可・高齢者インフルエンザのみ）
　　○領収書（インフルエンザ予防接種料金がわかるもの）
　　○振込先の口座番号のわかるもの（預金通帳など）
　　○印かん

けた方に補助金を交付
します。お早めに保健
センターへ申請してく
ださい。

編集発行　北名古屋市役所総務部人事秘書課　〒481-8531　愛知県北名古屋市西之保清水田15
☎0568（22）1111　ＦＡＸ 0568（25）1800　ホームページ http://www.city.kitanagoya.lg.jp/

※外科の受付時間は、各医療機関によって異なりますので、あらかじめお電話でお問い合わせください。

救急病院をご紹介します「救急医療情報センター」☎（81）1133

日曜日、祝日に
　急病人が出たときは・・・休日診療

母子保健事業・成人保健事業の会場は、すべて健康ドームです。
お問い合わせは、保健センター☎（23）4000 へ。

※変更になる場合があります

西部休日急病診療所　清須市西枇杷島町花咲８4
 ☎052（503）8277   

内科・小児科
東部休日急病診療所　北名古屋市九之坪白山３９  
☎（23）0122 受付時間（9：30～１１：３０／13：00～16：30）

西春駅

←

白山

健康ドーム
東部休日急病診療所東部休日急病診療所

東部休日急病診療所担当医
安藤クリニック
ようていファミリークリニック
山田クリニック
さはし内科クリニック
師勝クリニック
なるみやクリニック
末沢医院
とよ山内科クリニック
湯浅医院
田中クリニック
光寿会リハビリ―テーション病院

12/7（日）
14（日）
21（日）
23（火）
28（日）
30（火）
31（水）

1/1（木）
2（金）
3（土）
4（日）

外科 歯科
受付時間 ※（10：00～17：00） （9：30～11：30）

外 科 歯 科 所在地所在地と　き

安田クリニック
☎（26）2020

済衆館病院
☎（21）0811

西春整形外科
☎（21）5521

新居外科
☎（23）2200

済衆館病院
☎（21）0811

ゆたかクリニック
☎052（408）0171

済衆館病院
☎（21）0811

師勝整形外科
☎（23）4181

きとう医院
☎052（400）7211

ゆたかクリニック
☎052（408）0171

杉山医院
☎（28）1181

北名古屋市
九之坪
北名古屋市
鹿田
北名古屋市
西之保
北名古屋市
井瀬木
北名古屋市
鹿田

清須市
春日
北名古屋市
鹿田
北名古屋市
鹿田
清須市
寺野
清須市
春日
豊山町
豊場

水谷歯科医院
☎052（501）1390

西春歯科
☎（23）9511

石田歯科
☎052（401）8088

水野歯科医院
☎（23）2345

ごとう歯科
☎052（400）8603

みえき歯科
☎（25）8020

はやし歯科
☎052（409）8888

フカオ歯科医院
☎052（400）8762

水野歯科医院
☎（23）2345

寺町歯科医院
☎（28）2818

深見歯科医院
☎052（409）2877

豊山歯科クリニック
☎（28）6480

清須市
西枇杷島町
北名古屋市
鹿田
清須市
阿原
北名古屋市
片場
清須市
土器野
北名古屋市
高田寺
清須市
東須ケ口
清須市
土器野
北名古屋市
片場
豊山町
豊場
清須市
土器野
豊山町
青山
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